
フランス欧州連合(EU)における国際労働関係法の展
開 : 国際労働契約と適用法

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-06-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 川口, 美貴

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00008701URL



フ
ラ
ン
ス
ｏ
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

川

口

美

貴

は
じ
め
に

第

一
節
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
の
展
開

は
じ
め
に

一　
準
拠
法
選
択

ｌ
　
準
拠
法
選
択
規
則

（Ａ
）
基
本
的
連
結
規
則

（Ｂ
）
補
充
的
連
結
規
則

２
　
論
占
¨

（Ａ
）
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約

（Ｂ
）
法
選
択
規
則
の
具
体
的
適
用

一
一　
契
約
準
拠
法
適
用
の
限
界

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



法
政
研
究

一
巻

一
号

（
一
九
九
六
年
）

１
　
直
接
適
用
規
範

（介
入
規
範
）

（Ａ
）
直
接
適
用
規
範
の
特
定

（Ｂ
）
直
接
適
用
規
範
の
適
用
範
囲

２
　
公
序
留
保

〓
一　
小
括

第
二
節
　
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
の
統

一

は
じ
め
に

一　
準
拠
法
選
択

１
　
準
拠
法
選
択
規
則

（Ａ
）
基
本
的
連
結
規
則

（Ｂ
）
補
充
的
連
結
規
則

２
　
準
拠
法
に
よ
る
規
整
範
囲

（Ａ
）

規
整
対
象

（Ｂ
）

準
拠
法
の
範
囲

一
一　
契
約
準
拠
法
適
用
の
限
界

１
　
一
般
的
枠
組
み

（Ａ
）
強
行
規
定

（Ｂ
）
公
序
留
保

一
五
四



２
　
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者

（Ａ
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
規
制

（Ｂ
）
労
働
者
の
外
国
駐
在
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
案

．

〓
一　
小
括

結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
増
加
、
日
本
人
労
働
者
の
海
外
派
遣
、
移
住
、
そ
し
て
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
と
現
地
で
の
労
働
者

の
雇
用
等
、
労
働
関
係
の

「
国
際
化
」
の
進
展
は
、
ゎ
が
国
に
お
い
て
も
、
近
年
の
労
働
関
係
の
大
き
な
特
徴
の

一
つ
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
労
働
関
係
の
国
際
化
は
、
労
働
法
の
領
域
に
お
い
て
、
多
く
の
新
た
な
法
的
課
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。　
一
方
で
は
、

国
際
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、
第

一
に
、
当
該
国
際
的
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
国
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
、
第
二
に
、
当

該
国
際
的
労
働
事
件
の
解
決
に
あ
た

っ
て
適
用
さ
れ
る
法
は
ど
の
国
の
法
で
あ
る
の
か
、
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
他
方
に
お
い
て
、
各
国

そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
と
し
て
展
開
す
る
、
国
際
的
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
決
定
、
お
よ
び
、
適
用
法
決
定
を
、
一
一国
問
協
定
あ
る
い
は
国
際

（１
）

条
約
等
、
国
際
的
規
範

の
設
定
を
通
じ
て
統

一
す
る
試
み
も
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
労
働
関
係
の
国
際
化
が
労
働
法
に
提
起
す
る
法
的
課
題
に
つ
い
て
は
、
近
年
わ
が
国
に
お
い
て
も
関
心
が
も
た
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
（ル
ギ
議
論
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
労
働
事
件
を
取
り
扱
う
統

一
的
司

法
機
関
や
国
際
労
働
関
係
を
規
整
す
る
統

一
的
労
働
法
が
存
在
せ
ず
、
各
国
が
裁
判
管
轄
を
も
ち
、
各
国
国
内
法
と
し
て
労
働
法
が
存
在
す

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



法
政
研
究
一
巻
一
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

る
こ
と
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、
今
後
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
国
際
的
労
働
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
紛
争
に
つ
い
て
の
裁
判
管
轄
国
は
ど
こ
で

あ
る
の
か
、
そ
の
裁
判
管
轄
決
定
、
お
よ
び
、
当
該
労
働
関
係
は
ど
の
国
の
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
に
適
用
さ
れ
る
法
の
決
定

に
関
す
る
規
則
を
、
労
働
者
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
理
論
的
に
体
系
化
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
重
要
な
課
題
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
①
国
際
的
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
決
定
、
②
個
別
的
労
働
関
係
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
（８
ュ
Ｓ
け
８

■
ミ
出

，
お
日
，け一０
●
ユ
）
の
適
用
法
決
定
、
お
よ
び
、
③
国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
の
法
規
整
は
、
「国
際
労
働
関
係
法

（Ｐ
ｏい”
０
“

（３
）

町
ミ
巴

，
お
ヨ
”け一ｏ
５
ユ
こ

と
し
て
、
労
働
法
に
お
け
る

一
つ
の
重
要
な
法
領
域
と
し
て
そ
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
を
考
察

・
検
討
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
応
す
る

に
あ
た
り
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
個
別
的
労
働
関
係
に
お
け
る
国
際
労
働
契
（純
の
適
用
法

決
定
を
考
察
対
象
と
す
る
。
国
際
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
決
定
、
お
よ
び
、
国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
の
法
規
整
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
大
き

な
問
題
領
域
で
あ
り
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
の
決
定
、
す
な
わ
ち
、
国
際
労
働
契
約
は
ど
の
法
に
よ
り
ど
の

よ
う
に
規
整
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
判
例

。
学
説
を
中
心
に
、
独
自
の
理
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

他
方
、
欧
州
に
お
い
て
は
、
各
国
の
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
を
統

一
す
る
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
に
調

印
さ
れ
た
契
約
準
拠
法
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
ロ
ー
マ
条
約
が

一
九
九

一
年
四
月

一
日
よ
り
発
効
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
条
約
加
盟
国
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
も
、
同
日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
契
約
の
準
拠
法
決
定
に
つ
い
て
は
同
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
労
働
関

係
法
は
、
同
条
約
を
法
源
と
す
る
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
に
い
た
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
約
の
対
象
は
、
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る

法
の
み
で
は
な
く
、
契
約

一
般
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
決
定
規
則
も
大
枠
を
定
め
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
同
条
約
の
定
め
る
適
用



法
決
定
規
則
は
、
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
完
全
に
異
な
る
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
労
働
関
係
法
は
、
同
条
約

を
受
容
し
、
従
来
の
理
論
に
よ
り
補
充
し
つ
つ
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第

一
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
発
効
以
前
に
展
開
さ
れ
て
き
た
、
国
際
労
働
契
約
の

適
用
法
決
定
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る

（第

一
節
）
。
そ
し
て
第
二
に
、
欧
州
連
合
に
お
い
て
統

一
さ
れ
た
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決

定
枠
組
み
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い

（第
二
節
て
）

（１
）
労
働
関
係
の
国
際
化
は
、
社
会
保
障
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
第

一
に
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
内
社
会
保
障
法
の
対
応

（国
内
外
国
人
に
対
す
る
社

会
保
障
法
の
適
用
、
お
よ
び
、
外
国
居
住
者
に
対
す
る
社
会
保
障
法
の
域
外
適
用
）、
第
二
に
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
分
立
か
ら
生
じ
る
国
際
移
動
労
働

者
の
不
利
益

（社
会
保
障
制
度
の
二
重
適
用
あ
る
い
は
欠
訣
、
社
会
給
付
の
享
受
に
お
け
る
不
利
益
等
）
を
回
避
す
る
た
め
、
国
際
的
規
範
の
設
定
に
よ

る
、
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携
。調
整
、
と
い
っ
た
、
数
多
く
の
課
題
を
提
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
労
働
関
係
の
国
際
化
が
社
会
保
障
法
に
提
起
す
る
法

的
課
題
に
関
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

「国
際
社
会
保
障
法
」
、
す
な
わ
ち
、
国
際
関
係
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
法
の
対
応
、
お
よ
び
、
欧
州
連

合
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携

。
調
整
規
則
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展

開
」
（静
岡
大
学
法
経
研
究
第
四
十
四
巻
四
号
二
六
一
頁
以
下
）
に
お
い
て
検
討
し
た
の
で
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２
）
近
年
の
論
稿
と
し
て
、
山
川
隆

一
「国
際
的
労
働
関
係
と
労
働
基
準
法
」
季
刊
労
働
法

一
七
三
号

（
一
九
九
四
年
）
六
四
頁
、
同

「国
際
的
労
働
関
係

の
法
律
問
題
」
労
働
法
学
会
誌
八
五
号

（
一
九
九
五
年
）
五
頁
、
陳

一
「国
際
私
法
学
か
ら
見
た
国
際
的
労
働
関
係
」
同
上
五
九
頁
、
荒
木
尚
志

「国
内
に

お
け
る
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
同
上
八
一
頁
、
野
川
忍

「国
外
に
お
け
る
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
」
同
上

一
一
五
頁

等
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
契
約
準
拠
法
に
つ
い
て
、
米
津
孝
司
「ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
労
働
契
約
準
拠
法
―
一
九
八
六
年
改
正
国
際
私

法

（民
事
執
行
法
第

一
編
第
二
章
）
を
中
心
に
―
」
立
命
館
法
学

一
九
九
〇
年
三
号
二
七
八
頁
、
同

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
労
働
法
―
ド
イ
ツ
に
お

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



法
政
研
究

一
巻

一
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八

け
る
労
働
準
拠
法
―
」
労
働
法
学
会
誌
八
五
号

（
一
九
九
五
年
）
三
五
頁
、
同

「ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
法
上
の
個
別
問
題
」
立
命
館
大
学
人
文

科
学
研
究
所
紀
要
六
三
号

（
一
九
九
五
年
）
六
五
頁
。

（３
）
こ
れ
に
対
し
て
、
各
国
国
内
労
働
法
自
体
の
統

一
・
近
接
化
を
は
か
る
国
際
規
範
は
、
コ
刀
働
国
際
法

（彎
ｏ
〓
Ｆ
お
ヨ
諄
いｏ”
巴
Ｑ
ｃ
一３
くュ
と

と
し
て
こ

れ
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。

（４
）
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
契
約
当
事
者
の
国
籍

（法
人
で
あ
れ
ば
、
本
社
所
在
地
）
お
よ
び
労
務
給
付
地
、
ま
た
場
合
に
よ
り
、
契
約
締
結
地
、
労
働

者
の
居
住
地
等
、
契
約
に
関
連
す
る
要
素
が

一
つ
の
国
に
集
中
し
て
い
な
い
契
約
を
、
さ
し
あ
た
り
、
「国
際
労
働
契
約
」
と
称
す
る
。

（５
）
な
お
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
国
際
的
個
別
的
労
働
関
係
に
関
す
る
法
規
整
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
は
、
今
後
の
課
題

と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第

一
節
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
の
展
開

は
じ
め
に

１
　
法
源

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
際
関
係
に
お
け
る
適
用
法
決
定
に
関
す
る
国
内
法
の
法
源
は
、
国
籍
に
関
す
る
も
の
を
除
き
非
常
に
乏
し

く
、
労
働
契
約
に
関
わ
る
唯

一
の
法
源
は
、
介
入
規
範

（】ｏ
い∽
８

０
３
８
）
の
属
地
的
適
用
を
定
め
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
条
第

一
項
お
よ

び
、
人
の
能
力
に
関
す
る
準
拠
法
を
定
め
る
同
条
第
二
項
の
み
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決



定
規
則
は
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
ロ
ー
マ
条
約
が

一
九
九

一
年
四
月

一
日
よ
り
発
効
し
、
同

条
約
が
法
源
と
な
る
ま
で
は
、
も

っ
ば
ら
、
判
例
理
論
お
よ
び
学
説
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た
。

２
　
当
事
者
自
治
か
ら
客
観
的
連
結
ヘ

当
初
、
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
に
お
い
て
も
、
他
の
契
約

一
般
と
同
様
、
当
事
者
自
治
を
原
則
と
し
、
当

事
者
選
択
法
を
原
則
的
準
拠
法
と
し
て
き
た（ｔ

し
か
し
な
が
ら
、
判
例
は
、
当
事
者
選
択
法
を
準
拠
法
と
し
て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
、
労
働
者
に
と

っ
て
有
利
で
あ
り
労
働
者
自
身
が

そ
の
適
用
を
主
張
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
法
を
当
事
者
選
択
法
と
し
て
適
用
し
て
い
た
（り
ぎ
た
、
当
事
者
が
明
示
的
に
外
国
法
を
選
択
し
て
い

る
と
き
も
、
労
務
給
付
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
の

「公
序
」
に
よ
り
、
当
該
外
国
法
の
適
用
を
排
除
し
た
例
も
あ

っ
た
咀

し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
自
治
の
原
則
は
、
準
拠
法
が
明
示
的
に
選
択
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
使
用
者
に
よ
る

一
方
的
決
定
で
あ
り
、

明
示
的
に
選
択
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
準
拠
法
の
安
定
的
予
見
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
欠
陥
を
有
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
判
例
は
、

次
第
に
、
弱
者
で
あ
る
労
働
者
の
保
護
を
準
拠
法
決
定
に
お
い
て
も
考
慮
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
国
際
労
働
契
約
独
自

の
準
拠
法
選
択
規
則
が
ほ
ぼ
確
立
す
る（性

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
は
、
一
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
は
、
準
拠

法
の
選
択
で
あ
り
、
具
体
的
事
例

ｏ
契
約
に
つ
い
て
、
競
合
す
る
法
の
中
か
ら
法
選
択
規
則
に
基
づ
き
そ
の
準
拠
法
が
選
択
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
契
約
準
拠
法
は
常
に
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
、
直
接
適
用
規
範
と
公
序
留
保
に
よ
り
、
契

約
準
拠
法
の
適
用
が
限
定
さ
れ
、
代
わ

っ
て
、
直
接
適
用
規
範
ま
た
は
法
廷
地
法
が
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
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そ
こ
で
、
以
下
、
本
節
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
に
つ
い
て
、
第

一
に
、
準
拠
法
選
択

（
一
）、

（５
）

第
二
に
、
準
拠
法
適
用
の
限
界

（二
）、
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

３
　
前
提
的
考
察

な
お
、
本
論
に
入
る
前
に
、
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
を
決
定
す
る
前
提
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
、

以
下
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第

一
は
、
当
該
契
約
の
裁
判
管
轄
決
定
で
あ
る
。
当
該
契
約
の
適
用
法
は
、
裁
判
管
轄
国
の
国
内
法
で
あ
る
適
用
法
決
定
規
則
に
基
づ
い

て
決
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
が
裁
判
管
轄
国
で
あ
れ
ば
、
裁
判
官
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
い
て
適
用
法
を
決
定
す
る
が
、
ド
イ

ツ
が
裁
判
管
轄
国
で
あ
れ
ば
、
裁
判
官
は
ド
イ
ツ
法
に
基
づ
い
て
適
用
法
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
適
用
法
決
定
規
則
が
国
内
法
で
あ

り
、
各
国
に
よ
り
異
な
る
以
上
、
裁
判
管
轄
国
の
決
定
は
重
要
で
あ
る
。

国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
決
定
規
則
も
ま
た
国
内
法
で
あ
り
、
国
際
労
働
関
係
法
に
お
け
る
重
要
な
分
野
の

一
つ
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
裁
判
管
轄
決
定
規
則
は
考
察
の
対
象
外
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

第
二
は
、
当
該
契
約
が
国
際
的
契
約
で
あ
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
、
渉
外
性
の
有
無
で
あ
る
。
け
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
に
よ
れ

ば
、
当
該
契
約
が
純
粋
に
国
内
的
契
約
で
あ
れ
ば
、
実
質
法
の
競
合
は
起
こ
ら
ず
、
準
拠
法
選
択
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
渉
外
性
の
有
無
は
、
法
廷
地
国
法
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。

第
三
は
、
当
該
契
約
の
性
質
決
定
、
お
よ
び
、
「使
用
者
」
の
決
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
適
用
法
決
定
の
前
提
問
題
と
し
て
、
や
は
り
、

法
廷
地
法
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
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一　
準
拠
法
選
択

本
項
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
ロ
ー
マ
条
約
以
前
の
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
選
択
規
則

（１
）
を
検
討
し
、
次
に

こ
れ
を
め
ぐ
る
論
点

（２
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
準
拠
法
選
択
規
則

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
選
択
規
則
は
、
基
本
的
連
結
規
則

↑
ＯＬ
ｏ
♂
”
８
ヨ
ｏ●
邑

Ｏ
①
『，一言
多
ｏヨ
ｏユ
）
（Ａ
）
と
、

基
本
的
連
結
規
則
に
よ
っ
て
は
決
定
で
き
な
い
特
別
の
場
合
の
補
足
的
連
結
規
則

（移
恒
ｏ
８
日
０
ぼ
ヨ
０昌
詐
０
０
①
『詳
Ｓ
，
ｏ日
０ュ
）
（Ｂ
）
に

（１
）

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。

（Ａ
）
基
本
的
連
結
規
則

フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
労
働
者
に
対
し
、
一
方
で
、
労
務
給
付
地
国
の
法
の
保
護
を
保
障
し
、
他
方
で
、
当
事
者
の
選
択
し
た
連
結
の
結

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一　
エハ
〓
一
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果
よ
り
よ
い
保
護
を
享
受
す
る
可
能
性
を
与
え
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
、
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
の
組
み
合
わ
せ
規
範

↑
０
ヨ
５
８
ヨ
σ
，
，けｏ
Ｆ
ｅ

を
基
本
的
連
結
規
則
と
し
て
確
立
し
た
。

す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
労
働
契
約
準
拠
法
と
さ
れ
る
の
は
、
労
働
者
が
安
定
的
に
契
約
を
履
行
す
る
労
務
給
付
地
法
で
あ
る
。
同
法
は
、

労
働
者
に
最
低
限
の
社
会
的
保
護
を
保
障
す
る
公
序
の
法

含
９
０
．８
彎
ｏ
ｏ
３
Ｆ
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
労
働
者
に
と
っ
て

よ
り
有
利
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
事
者
選
択
法
が
当
該
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。

こ
の
基
本
的
連
結
規
則
は
、
一
九
七
七
年
五
月
二
五
日
と

一
九
七
八
年
三
月
三

一
日
の
二
つ
の
破
毀
院
社
会
部
判
決
に
よ
り
確
立
し
た
と

（２
）

考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、

フ
ラ
ン
ス
で
イ
ギ
リ
ス
の
会
社

の
た
め
に
商
業
代
理
人
を
し
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
人
が
解
雇
さ
れ
た
と
き

に
、

フ
ラ
ン
ス
法

に
基
づ
く

「
顧
客
手
当
」
を
請
求
し
た
の
に
対
し
、
使
用
者
が
、
当
事
者
選
択
法
は
イ
ギ
リ
ス
法
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
こ
れ
が
準
拠
法
で

あ
る
と
し
て
、
ィ
ギ
リ
ス
法
上
は
存
在
し
な

い
同
手
当

の
支
払

い
を
拒
否
し
た
事
案

に
お

い
て
、
一
九
七
七
年
五
月
二
五
日
の
破
毀
院
社
会

部
判
決
は
、
契
約
の
履
行
地
は
二
六
年
間
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
法

の
労
働
者
保
護
の
た
め
の
公
序
的
規
定
が
当
該

（３
）

契
約
に
適
用
さ
れ
る
、
と
し
て
、
そ
の
請
求
を
認
め
た
。

次
に
、
モ
ロ
ッ
コ
航
空
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
解
雇
さ
れ
た
事
案
で
、
一
九
七
八
年
二
月
三

一
日
の
破
毀
院
社

会
部
判
決
は
、
航
空
機
籍
が
モ
ロ
ッ
コ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
務
給
付
地
が
モ
ロ
ッ
コ
で
あ
る
と
特
定
し
た
上
で
、
労
務
給
付
地
法
が
、
外

国
法
で
あ
っ
て
も
通
常
適
用
さ
れ
る
法
で
あ
る
と
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
パ
リ
で
雇
用
さ
れ
、
パ
リ

が
そ
の
離
着
陸
空
港
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
事
者
選
択
法
が
フ
ラ
ン
ス
法
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
、
当
事
者
選
択
法
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス

法
は
、
通
常
適
用
さ
れ
る
モ
ロ
ッ
コ
法
よ
り
も
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
限
り
で
適
用
さ
れ
る
と
判
示
し
た（性

こ
の
基
本
的
連
結
規
則
は
、
た
と
え
ば
、
一
九
八
四
年

一
月
二
五
日
の
破
毀
院
社
会
部
判
決
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
労
働



者
が
派
遣
労
働
者
と
し
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
派
遣
さ
れ
、
時
間
外
労
働
を
行
っ
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
く
代
償
休
息

（ル
ク
セ
ン

ブ
ル
グ
法
に
は
な
い
）
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
破
毀
院
は
、
労
務
給
付
地
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
あ
り
、
労
務
給
付
地
法
で
あ
る
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
法
が
通
常
適
用
さ
れ
る
が
、
当
事
者
選
択
法
は
フ
ラ
ン
ス
法
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
は
、
そ
れ
が
労
働
者
に
と
っ
て

（５
）

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
法
よ
り
も
有
利
な
限
り
で
認
め
ら
れ
る
、
と
判
示
し
て
そ
の
請
求
を
認
め
た
。

こ
の
よ
う
な
、
一
一重
の
連
結
規
則
は
、
国
内
労
働
法
に
お
け
る

「社
会
的
公
序

●
『０
お
Ｏ
ｃ
σ
汗

８
ｏいＬ
と

の
概
念
を
、
国
際
労
働
契
約
の

準
拠
法
選
択
規
則
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
「社
会
的
公
序
」
と
は
、
法
律
は
、
労
働
者
に
対
し
て
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
な
保

護
を
保
障
し
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー

（労
使
）
は
、
労
働
者
に
有
利
な
限
り
で
、
当
該
法
律
の
定
め
に
抵
触
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考

え
で
あ
る
。
こ
の
国
内
労
働
法
の
基
本
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
従
い
、
準
拠
法
選
択
規
則
に
お
い
て
は
、
一
方
で
、
労
働
者
に
対
し
て
奪
う
こ
と

の
で
き
な
い
基
礎
的
な
保
護
を
保
障
す
る
、
国
内
法
に
お
い
て
は
国
家
法
の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
労
務
給
付
地
法
に
与
え
、
他
方
、
労
働

者
に
よ
り
有
利
な
利
益
を
与
え
る
機
能
を
果
た
す
当
事
者
自
治
と
し
て
、
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
当
事
者
選
択
法
の
適
用
を
許
容
し
て
い
る

（６
）

の
で
あ

る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
契
約
の
基
本
的
連
結
規
則
は
、
労
働
者
が
安
定
的
に
契
約
を
履
行
す
る
労
務
給
付
地
法
を
準
拠
法
と
し
、
同
法
に
よ

る
権
利
を
最
低
限
の
も
の
と
し
て
労
働
者
に
保
障
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
務
給
付
地
法
以
外
の
当
事
者
選
択
法
も
、
労
働
者
に
よ
り
有

利
な
限
り
に
お
い
て
当
該
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
、
当
事
者
選
択
法
を
労
働
契
約
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
う
る
さ
ら
な
る
権
利
を
労

働
者
が
享
受
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
事
者
の
自
由
、
す
な
わ
ち
準
拠
法
選
択
の
自
由
は
、
労
務
給
付
地

法
に
基
づ
く
労
働
者
の
権
利

・
利
益
以
上
の
も
の
を
労
働
者
に
享
受
さ
せ
る
た
め
に
の
み
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

（Ｂ
）
補
充
的
連
結
規
則

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一
六
五



法
政
研
究

一
巻

一
号

（
一
九
九
六
年
）

前
述
の
よ
う
に
、
基
本
的
連
結
規
則
は
、
安
定
的
な

「労
務
給
付
地
国
」
の
法
を
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
準

拠
法
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
第

一
に
、
「労
務
給
付
地
」
を
特
定
し
、
第
二
に
、
労
務
給
付
地
が
ど
の
国
の
領
土
に
属
す
る
か
を
判
断
し

な
け
れ
ば
な
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
務
給
付
が
、
固
定
的
か
つ
継
続
的
に
専
ら

一
つ
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
判
断
は
容
易
で
あ
る
が
、
そ

う
で
な
い
場
合
は
、
基
本
的
連
結
規
則
は
機
能
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
補
足
す
る
連
結
規
則
が
必
要
と
な
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
労
務
給
付
が

一
つ
の
国
に
固
定
し
て
い
な
い
場
合
に
、
準
拠
法
を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
の
か
、
そ
の
補
足
的
連
結

規
則
を
、
同

一
使
用
者
の
下
で
の
労
働
者
の
国
際
的
移
動

（ユ
）、
多
国
籍
企
業
、
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
の
国
際
的
移
動

（２
）、
労

働
者
派
遣
企
業
に
よ
る
外
国
へ
の
労
働
者
派
遣

（３
）、
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（１
）
同

一
使
用
者
の
下
で
の
国
際
的
移
動

国
際
的
商
業
代
理
人
、
あ
る
い
は
、
国
際
輸
送
労
働
者
の
よ
う
に
、
同

一
使
用
者
の
下
で
、
労
務
給
付
地
が
常
に
変
動
し
、
複
数
国
に
ま

た
が
る
場
合
は
、
一
つ
の
労
務
給
付
地
を
決
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
連
結
規
則
が
必
要
と
な
る
。

（
ａ
）
商
業
代
理
人

（７
）

商
業
代
理
人
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
、
固
定
し
た
労
務
給
付
地
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
て
、
企
業
本
社
所
在
地
法
を
準
拠
法
と
し
、
後
に

一　
エハ
エハ



（８
）

は
、
当
時
者
自
治
の
原
則
に
戻
っ
て
、
当
事
者
選
択
法
を
準
拠
法
と
し
て
選
択
し
て
い
る
。

（ｂ
）
国
際
輸
送
労
働
者

国
際
輸
送
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
船
舶
や
航
空
機
を
国
家
の
領
上
の
一
部
と
み
な
し
て
、
船
籍
国
や
航
空
機
籍
国
を
労
務
給
付
地
と
み
な

し
、
同
地
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
か
、
ま
た
は
、
当
事
者
選
択
法
を
準
拠
法
と
す
る
か

（明
示
的
選
択
の
な
い
場
合
は
、
労
働
者
の
国
籍
、

住
所
地
、
契
約
締
結
地
等
か
ら
推
定
）、
い
ず
れ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
判
例
は
、
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
つ
き
、
航
空
機
は
、
錮
）

家
の
領
土
の
切
り
離
さ
れ
た

一
部
で
あ
る
と
し
て
、
航
空
機
の
登
録
国
を
そ
の
労
務
履
行
地
と
み
な
し
、
同
地
の
法
を
準
拠
法
と
し
て
い
る
。

（２
）
多
国
籍
企
業
、
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
の
国
際
的
移
動

労
働
者
が
使
用
者
に
よ
り
、
短
期
ま
た
は
長
期
に
わ
た
ヶ
、
外
国
の
支
店
ま
た
は
子
会
社
等
関
連
会
社
で
労
務
を
提
供
す
る
よ
う
、
労
務

給
付
場
所
の
国
際
的
変
更
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
、
労
務
給
付
地
変
更
後
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
法
は
、
ど
の
法
で
あ
ろ
う
か
。
労
務
給

付
地
の
変
更
が
あ
っ
た
と
し
て
、
新
し
い
労
務
給
付
地
法
が
準
拠
法
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
元
の
労
務
給
付
地
法
が
そ
の
ま

ま
準
拠
法
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
準
拠
法
の
変
更
の
有
無
は
、
外
国
で
の
労
務
給
付
の
期
間
の
長
短
、
及
び
、
元
の
使
用
者
と
の
使
用
従
属
関
係
の
強
弱
に
よ
り
異
な

Ｚ
り
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一
六
七
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一
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六
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（
ａ
）
短
期
の
駐
在

貧
ＯＳ
３
ｏ
ヨ
ｏ
ユ

Ｏ
ｏ
ｇ
Ｏお

０
日
お
）

一
六
八

労
働
者
が
、
外
国
の
支
店
あ
る
い
は
子
会
社
へ
、
出
張
ま
た
は

一
時
的
滞
在
を
命
じ
ら
れ
、
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
の
ま
た
は
主
た
る
勤

務
場
所
に
変
更
の
な
い
場
合
、
外
国
で
の
労
務
給
付
は
労
働
契
約
の
特
別
な
履
行
形
態
で
あ
る
と
し
て
、
労
務
給
付
地
の
変
更
は
な
か
っ
た

と
み
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
滞
在
期
間
中
も
、
当
初
の
元
の
労
務
給
付
地
法
が
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
通
常
の
労
務
給
付
地

（元
の
労
務
給
付
地
）
の
法
を
外
国
滞
在
中
に
適
用
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
以
下
の
二
点
が
そ
の

前
提
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
外
国
で
の
労
務
給
付
期
間
中
は
当
該
国
の
直
接
適
用
法
規
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
、
第
二
に
、
外

国
で
の
労
務
給
付
期
間
中
に
適
用
さ
れ
る
通
常
の
労
務
給
付
地
法
は
、
域
外
適
用
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る（型

（ｂ
）
長
期
の
移
転

（日
ｃ
け詳
ｏ̈
う
０
日
シ
】３

こ
れ
に
対
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
転
勤
、
出
向
、
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
の
転
籍
に
つ
い
て
は
、
元
の
使
用
者
と
の
使
用
従
属
関
係
が
部

分
的
に
で
も
存
在
し
て
い
る
限
り
、
労
働
契
約
は
継
続
し
て
お
り
、
元
の
労
務
給
付
地
の
法
が
適
用
さ
れ
続
け
る
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立

ち
う
る
が
、
基
本
的
に
は
、
労
務
給
付
地
の
変
更
に
よ
り
、
新
た
な
労
務
給
付
地
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

契
約
当
事
者
は
、
元
の
労
務
給
付
地
法
を
当
事
者
選
択
法
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
当
該
選
択
法
は
、
労
務
給
付
地
国
法
よ
り
労
働
者

に
有
利
な
限
り
で
、
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る（電

（
ｃ
）
元
の
使
用
者
と
の
使
用
従
属
関
係



他
方
、
準
拠
法
の
変
更
の
有
無
は
、
外
国
滞
在
の
期
間
の
み
な
ら
ず
、
元
の
使
用
者
と
の
使
用
従
属
関
係
の
有
無
も
考
慮
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
特
に
外
国
の
別
会
社
へ
の
出
向
、
転
籍
の
場
合
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
元
の
使
用
者
と
の
使
用
従
属
関
係
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
元

の
労
務
給
付
地
法
が
適
用
さ
れ
続
け
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
使
用
従
属
関
係
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
新
た
な
労
務
給
付
地
の
法
が
準
拠
法

（
‐２
）

と

な

る
。

（３
）
外
国
へ
の
労
働
者
派
遣

労
働
者
派
遣
企
業
に
よ
る
外
国
へ
の
労
働
者
派
遣
の
場
合
、
判
例
は
、
前
述
の
、
多
国
籍
企
業

（ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
）
内
で
の
一
時

的
外
国
駐
在
の
場
合
と
異
な
り
、
基
本
的
連
結
規
則
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
選
択
法
が
適
用
さ
れ
な
い
限

り
、
派
遣
先
国
の
法
が
労
務
給
付
地
国
の
法
と
し
て
準
拠
法
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
務
給
付
地
国
の
派
遣
労
働
に
関
す
る
規
定
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
、
契
約
準
拠
法
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
労
働
関
係
に
直
接
適
用
さ
れ
る
、
後
述
の
直
接
適

（‐３
）

用
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

前
述
の
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
派
遣
労
働
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
派
遣
企
業
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
派
遣
さ
れ
、
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
く
代
償
休
息

（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
法
に
は
な
い
）
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
一
九
八
四
年

一
月

二
五
日
の
破
毀
院
社
会
部
判
決
は
、
労
務
給
付
地
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で
あ
り
、
労
務
給
付
地
法
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
法
が
通
常
適
用

さ
れ
る
法
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
、
企
業
の
本
社
所
在
地
法
と
し
て
で
は
な
く
、
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
当
事
者
選
択
法
と

（‐４
）

し
て
、
そ
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
基
本
的
連
結
規
則
を
踏
襲
し
た
も
の
と

い
え
よ
う
“

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
エハ
九
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２
　
論
点

以
上
の
よ
う
な
、
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
選
択
規
則
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
様
々
な
論
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
お
い

て
は
、
特
に
、
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約

（Ａ
）、
お
よ
び
、
法
選
択
規
則
の
具
体
的
適
用

（Ｂ
）
に
関
す
る
議
論
に
つ
い

て
、
順
に
検
討
す
る
事
に
す
る
。

（Ａ
）

国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約

労
働
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
国
家
法
の
み
な
ら
ず
、
自
治
法
、
す
な
わ
ち
、
労
働
協
約
が
客
観
法

含
５
一。け
ｏこ
ｏ簿
じ

と
し
て
、
重
要
な

法
源
を
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
特
定
の
国
の
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
間
で
締
結
さ
れ
た
労
働
協
約
が
、
渉
外
的
要
素
を
持
つ
国
際

労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
か
、
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
ど
の
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
か
、
が
、
問
題
と
な
る
（「
ｒ
下
、
労
務
給
付
地
国
の

労
働
協
約

（１
）
と
労
務
給
付
地
以
外
の
国
の
労
働
協
約

（２
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

⌒Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法

―

一
七

一
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⌒
一
九
九
六
年
）

（
１
）
労
務
給
付
地
国
の
労
働
協
約

一
七
二

フ
ラ
ン
ス
判
例
上
、
労
働
協
約
は
、
各
国
法
体
系
の

一
部
で
あ
り
、
契
約
準
拠

「法
」
の
中
に
は
、
国
家
法
の
み
な
ら
ず
労
働
協
約
も
含

ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（地
ｒ
た
が

つ
て
ヽ
あ
る
国
の
法
が
準
拠
法
と
し
て
決
定
さ
れ
た
場
合
、
当
然
そ
の

一
部
で
あ
る
労
働
協
約
も
当

該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約
の
決
定
の
み
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
決
定
は
、
一
般
の
法
選
択
規
則
と
同
じ
連
結
規
則
に
従

う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
法
体
系
の

一
部
で
あ
る
労
働
協
約
が
他
の
要
素
、
た
と
え
ば
国
家
法
と
異
な
る
連
結
規
則
に
従
う
と
考
え
る

の
は
非
論
理
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
（
咀

し
た
が
っ
て
、
労
務
給
付
地
国
の
労
働
協
約
が
、
当
該
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

（２
）
労
務
給
付
地
以
外
の
国
の
労
働
協
約

そ
れ
で
は
、
労
務
給
付
地
国
以
外
の
国
の
労
働
協
約
を
当
該
労
働
契
約
に
適
用
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
労
働
協
約
の
域
外
適
用
は
可
能

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
外
国
で
労
働
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
の
適
用
を
求
め
る
ケ
ー
ス
と

し
て
、
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。
こ
の
労
働
協
約
の
域
外
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
協
約
に
域
外
適
用
を
認
め
る
規
定
が
存
在

し
な
い
場
合

（
ａ
）
と
す
る
場
合

（ｂ
）
と
に
区
別
し
て
議
論
さ
れ
る
。



（
ａ
）
域
外
適
用
規
定
の
不
存
在

労
働
協
約
に
域
外
適
用
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
場
合
、
破
毀
院
社
会
部
は
、
以
下
の
よ
う
な
立
場
を
と

っ
て
い
る
。
ま
ず
第

一

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
お
け
る
労
働
者
と
使
用
者
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
労
働
が
通
常
フ
ラ
ン
ス
領
上
で
行
わ

れ
て
い
る
場
合
の
み
こ
れ
を
規
制
す
る
（％
ｒ
た
が

つ
て
ヽ
契
約
当
事
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
、
労
働
者
は
当
該
労
働
協
約
の
域
外
適
用
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
選
択
法
が
、
労
務
給
付
地
法
よ
り
労
働
者
に
有
利
な
限
り
で
適
用
さ
れ
る
と
い
う
連
結
規
則
に
基
づ
き
、
当
事

者
が
労
務
給
付
地
国
以
外
の
国
の
労
働
協
約
を
適
用
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
な
ら
ば
、
当
該
当
事
者
選
択

「協
約
」
は
、
労
務
給
付
地
法

（５
）

（当
該
国
の
労
働
協
約
を
含
む
）
よ
り
労
働
者

に
有
利
な
限
り
で
適
用
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
自
治

に
よ
り
、

労
働
協
約
の
地
理
的
適
用
範
囲
は
拡
大
さ
れ
、
域
外
適
用
も
可
能
と
な
る
。

（ｂ
）
域
外
適
用
規
定
の
存
在

他
方
、
協
約
自
身
が
、
特
に
外
国
駐
在

・
移
住
労
働
者
が
労
働
協
約
上
の
権
利
の
全
て
ま
た
は

一
部

（特
に
当
該
企
業
に
お
け
る
勤
続
年

数
に
関
わ
る
権
利
）
を
享
受
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
域
外
適
用
を
定
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
労
働
契

約
が
労
働
協
約
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
れ
ば

（た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
が
労
働
協
約
を
締
結
し
た
使
用
者
団
体
の
構

成
員
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
企
業
別
協
約
の
場
合
の
よ
う
に
使
用
者
自
身
が
協
約
当
事
者
で
あ
る
場
合
）、
当
該
協
約
は
域
外
適
用
さ
れ
る

（６
）

こ
と

に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法

―
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
、
契
約
準
拠
法
国
と
協
約
の
属
す
る
国
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
労
務
給
付
地
が
イ
タ
リ
ア

で
当
事
者
選
択
法
が
な
い
と
き
は
イ
タ
リ
ア
法
が
準
拠
法
と
な
る
が
、
当
該
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
労
働
者
で
そ
の
企
業
別
協
約
が
適

用
さ
れ
る
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
契
約
準
拠
法
と
適
用
さ
れ
る
協
約
が
分
離
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
協
約
は
、
労
務
給

付
地
の
公
序
の
法
で
あ
る
契
約
準
拠
法
と
比
較
し
て
、
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
限
り
で
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

（７
）

２
０
。

（Ｂ
）
法
選
択
規
則
の
具
体
的
適
用

準
拠
法
選
択
規
則
の
具
体
的
適
用
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
、
当
事
者
選
択
法
の
特
定

（１
）、
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
の
有

利
性
の
判
断
方
法

（２
）、
お
よ
び
、
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
の
関
係

（３
）
に
つ
い
て
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

（１
）
当
事
者
選
択
法
の
特
定

前
述
の
よ
う
に
、
当
事
者
選
択
法
は
、
そ
れ
が
、
労
務
給
付
地
法
よ
り
も
労
働
者
に
有
利
な
限
り
で
当
該
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。
そ

れ
で
は
、
当
事
者
選
択
法
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
特
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
事
者
の
意
思
が
契
約
上
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
問
題
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
様
々
な
要
素
か
ら
当
事
者
の
意
思
を
類
推
す

る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
考
慮
さ
れ
う
る
要
素
と
し
て
、
労
働
契
約
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
、
契
約
に
合
意
管
轄
条
項
が
あ
れ
ば
そ

の
管
轄
国
、
契
約
締
結
地
、
両
当
事
者
の
国
籍
が
同
じ
で
あ
れ
ば
そ
の
国
籍
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
い
ず
れ
の
指
標



（
８

）

も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（２
）
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
の
有
利
性
の
判
断
方
法

前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
労
働
契
約
準
拠
法
選
択
規
則
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
選
択
法
は
、
そ
れ
が
、
労
務
給
付
地
法
よ
り
も
労

働
者
に
有
利
な
限
り
で
当
該
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
選
択
法
が
存
在
す
る
場
合
、
こ
れ
と
労
務
給
付
地
法
と

ど
ち
ら
が
有
利
で
あ
る
か
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
ａ
）
法
体
系
全
体
の
比
較
と
部
分
的
比
較

ま
ず
、
有
利
性
の
比
較
方
法
と
し
て
、
一
一つ
の
法
体
系
全
体
の
比
較
と
部
分
的
比
較
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
前
者
の
方
法
を
採
用
す
れ

ば
、
労
務
給
付
地
法
ま
た
は
当
事
者
選
択
法
の
い
ず
れ
か
が
、
後
述
の
直
接
適
用
法
規
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
除
き
、
契
約
全
体
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
後
者
を
採
用
す
れ
ば
、
当
該
契
約
に
は
当
事
者
選
択
法
が
適
用
さ
れ
る
部
分
と
労
務
給
付
地
法
が
適
用
さ
れ

る
部
分
が
並
存
し
う
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
判
例
上
も
学
説
上
も
前
者
を
支
持
す
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
一
一つ
の
法
体
系
全
体
を
比
較
す

る
の
は
、
裁
判
官
に
と
っ
て
、
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
し
、
か
つ
、
全
体
と
し
て
ど
ち
ら
が
有
利
か
を
判
断
す
る
の
は
困
難
だ
か
ら
で
あ

（９
）

２
０

。

一
七
五
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（ｂ
）
グ
ル
ー
プ
別
比
較
と
論
点
別
比
較

一
七
六

そ
れ
で
は
、
労
務
給
付
地
法
と
当
時
者
選
択
法
の
二
つ
を
比
較
す
る
場
合
、
ど
の
範
囲
を
比
較
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
法
律
と
労
働
協
約
、
ま
た
は
、
異
な
る
レ
ベ
ル
の
労
働
協
約
間
で
そ
の
有
利
性
を
比
較
す
る

と
き
は
、
同
じ
原
因

↑
，房
ε

（た
と
え
ば
、
疾
病
、
解
雇
）
ま
た
は
目
的
に
関
わ
る
、
全
て
の
規
定
ま
た
は
利
益
の
総
体
を
対
象
と
し
て
、

当
該
労
働
者
全
体
に
と

っ
て
ど
ち
ら
が
有
利
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
比
較
を
行
う
。
ま
た
、
労
働
協
約
と
労
働
契
約
を
比
較
す
る
と
き
も
、

同
じ
原
因
ま
た
は
目
的
に
関
わ
る
、
全
て
の
規
定
ま
た
は
利
益
の
総
体
を
比
較
の
対
象
と
す
る
が
、
労
働
者
全
体
で
は
な
く
当
該
労
働
者
個

人
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
有
利
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
比
較
を
行
た
製

し
か
し
な
が
ら
、
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
、
具
体
的
訴
訟
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
点

（た
と
え
ば
、
解
雇
手
当
、
有
給
体
暇
の
個
数
等
）
に
つ
い
て
の
み
、
比
較
を
行
い
、
ど
ち
ら
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
当
該
訴
訟
の
労
働

者
に
と

っ
て
有
利
で
あ
る
か
を
判
断
し
、
解
雇
全
体
あ
る
い
は
有
給
休
暇
全
体
に
つ
い
て
の
比
較
に
ま
で
そ
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
な
い
。

（Ｈ
）

す
な
わ
ち
、
当
該
労
働
者
に
つ
い
て
、
個
別
論
点
に
つ
い
て
の
比
較
を
行

っ
て
い
る
。

（３
）
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
と
の
関
係

以
上
の
よ
う
に
、
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
の
い
ず
れ
か
全
体
と
し
て
有
利
な
方
が
、
当
該
国
際
労
働
契
約
の
全
部
に
適
用
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
象
事
項
毎
に
有
利
な
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
契
約
は
、
そ
の
準
拠
法

毎
に
分
割
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
労
務
給
付
地
法
が
契
約
準
拠
法
で
あ
り
、
当
事
者
選
択
法
は
そ
れ
が
よ
り
有
利
な
場
合
に
の
み
こ
れ



に
上
乗
せ
し
て
適
用
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
契
約

に
は
、
労
務
給

（
付
鋤
法

の
み
が
適
用
さ
れ
る
部
分
と
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法

の

）

二

つ
の
法

が
適
用
さ
れ

て

い
る
部
分
が
あ

る
、
と
考
え

ら
れ

て

い
る
。

（
１
）
こ
こ
で
検
討
対
象
と
す
る

「労
働
協
約
」
は
、
特
定
国
の
法
に
基
づ
き
、
国
内
の
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
職
業
規
範
と
し
て
の

「
国

内
的
」
労
働
協
約
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
複
数
国
の
国
際
的
労
働
組
合
と
国
際
的
使
用
者
団
体
間
で
締
結
さ
れ
る

「
国
際
的
」
労
働
協
約
に
つ
い
て
は
、
そ

の
法
規
範
的
性
質
か
ら
、
当
該
協
約
の
適
用
さ
れ
る
労
働
関
係
の
範
囲
の
問
題
と
、
そ
の
契
約
と
し
て
の
性
質
か
ら
、
当
該
協
約
を
規
整
す
る
法
は
ど
こ
の

国
の
法
か
、
と
い
う
二
つ
の
難
問
が
提
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
国
際
労
働
関
係
法
に
お
け
る

「国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
」
の
問
題
と
し
て
別
稿
で
取
り

扱
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
労
働
協
約
の
中
で
も
、
引
退
。失
業
等
社
会
保
障
制
度
を
補
足
す
る
労
働
協
約
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
際
労
働
関
係
に
お
け

る
社
会
保
障
制
度
の
適
用
の
問
題
と
し
て
、
す
で
に
、
前
掲
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
」
に
お
い
て
検

討
し
た
の
で
、
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２
）
ｏ
〔あ
，
∽ｏ
ｏ
“
ｏ
ｏ
一・〕０
０
Ｐ
〓
０
”
一巴
ｏ
メ
”
９
卜
ｏ
ニ
ロ
∪
】・”
い
０
ヽ
ｐ
”
い
∞
♪
¨
０
あ
∽
・ｏｏ
ｏ
●
｝
ョ
醸
ぃ０
べ
Ｎ
・
∪
目
９
日
ゴ
風
日
ｏ
コ
い
〇
・”
・
べ
Ｐ
ｏ
Ｃ
・の
Ｌ
Ｆ
一『
∞
】
ド
コ
０
一〇
０
■
ｔ
ｏ
目
‐

〇
”
０
５
¨
”
０
く
・
ｏ
二
，
∪
【”
・
】０
『
∞
】
”
・０
∞
∞
・コ
０
一０
「
・ｒ
ｐ
”
巴
「Ｑ
Ｏ
・

（３
）
た
と
え
ば
、
，
”
〇
ロ
ロ
冑
・
ｏ
８
巨
一∽
８

σ
Ｆ
８

彎
ｏ
一̈
Ｏ
ｃ
■
２
巴
Ъ
り
０
け・Ｌ

Ｎ
９

（
“任
）

〇
叡
あ
あ
０
，
Ｎ
Φ
コ
ピ
』
い
０
い
∞
¨
■
〇
・”
・ｏ
ヽ
〕
（
Ｑ
Ｏ
』
・・【Ｆ

Ｆ
∞
∞
Ｎ
い
・
つ
０
一
０
ぞ
Ｆ
∽
嗜
，
０
５
‐∪
０
「
一■
ｏ
・

（
民
υ
）

〇
取
ｗ，
∽
０
，

Ｎ
Ｎ
５
ｏ
く
』
０
ヽ
Ｎ
・
』
・〇
・”
・『
∞
¨
０
０
・〇
』
・・目
卜
『
『
〇
一
”
澤
０
”
０
０
卜
ｔ
Ｏ
”
‐〇
”
０
コ

¨
”
Ｑ
Ｆ

Ｏ
ュ
ｒ

∪
【”
・
】
０
べ
い
・
６
∞
〇
¨
５
〇
一
０
ピ
Ｆ

∽
嗜
，
０
”
‐∪
０
〇
一一
『
０
二
〇
餃
ｗ，

∽
ｏ
，

Ｎ

目
ｄ
『
∽
】０
０
】
・
Ｏ
ｒ
２
綱
る
つ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
”
ｒ
】
・ｏ
”く
』
く
・
■
　
Ｎ
ヽ
Ｏ
・

（
６
）
０
８
∽
・∽ｏ
，
Ｎ
∞
言
Ｆ

】
Ｏ
ｏ
ｐ
”
Ｌ
】お
マ
・マ
・乳

０
】”

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一
七
七
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（
７
）
た
と
え
ば
、
口
”
ｏ
∪
【里
召
】・
ｏ
口
』
いお
Ｏ
①
一ｏ
お
①
ヨ
彎
ｏ
〓
Ｏ
ｃ
一３
Ｓ
ｉ
ｏ
●
・ｏ
〓
Ｌ

Ｎ
ド

（８
）
こ
の
占
に̈
つ
い
て
は
、
Ｏ
・
５
δ
Ｚ
あ
≧
］Ｚ

ｒ̈
８
お
一，
一す
ヨ
Ｏ
①
町
留
巴

Ｆ
８
ヨ
≧
ｏ
コ
巴
８
Ъ
り
Ｏ
Ｆ
甲
Ｎ
Ｐ
乳

ヽ
｝
参
昭́
い。

（ハＶ
）
上だ
ル
マ
え
ば
一、
「
・”
〇
∪
目
串
裔
Ｆ
Ｏ
ｏ
２
日
”∽
Ｏ
①
】Ｏ
Ｆ
Ｏ
つ
３
一ｏ
〓
０
」
”『，
照
Ｌ
一・
０
０
お
諄
Ｊ
乳

∞
〇
・

（
１０
）
ｐ

ｒ
く
０
７
ｏ
≧
フ
ト
３
お
一”
一一ｏ
房

０
０
■
，
く
巴

Ｆ
お
ヨ
，
一一ｏ
”
巴
０
∽
Ъ
「
Ｏ
Ｆ
フ
Ｓ
・■

ミ
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
お
け
る
有
利
原
則
に
つ
い
て
の
邦

文
献
と
し
て
、
奥
田
香
子

「
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
に
お
け
る

「有
利
性
」
の
原
則
」
季
刊
労
働
法

一
七
八
号

一
一
二
頁
。

（
Ｈ
）
〇
”
ｗ，
∽
ｏ
９
∞
い
コ
ピ
」
い
０
ヽ
Ｎ
・
■
〇
・”
・べ
∞
ｈ
Ｑ
・〇
・目
一
ヽ
∞
】
ド
一
〇
叡
あ
あ
ｏ
，
∞
ｏ
ｏ
，
い
０
い
０
・
コ
０
く
・０
口。口
∪
】”
〕
０
べ
〇
〕
”
・０
∞
卜
・

（
‐２
）
０
８
け
・∽
ｏ
９
∞
ヨ
理
∽
】
０
∞
Ｐ
』
Ｅ
あ
ｏ
，
Ｃ
【〓
〓
や
乳

い
い
Ｐ
ｕ
“
Ｎ
い
一
の
・
Ｅ
パ
）Ｚ
‐Ω
≧
］
Ｚ
¨
ｒ
ｏ
∽
『ｏ
Ｆ
Ｌ
２
メ

ロ
ｏ
■
”
鷹
臓
ゴ
一２
５
，
餞
Ｑ
Ｓ
Ｆ
´
ｏ
，
ｏ
Ｆ
”
甲
Ｎ
ｐ
Ｌ

ヽ
い

二
　
契
約
準
拠
法
適
用
の
限
界

（
一
）
で
考
察
し
た
連
結
規
則
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
契
約
準
拠
法
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
法
が
常
に
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
契
約
準
拠
法
の
適
用
を
限
定
し
、
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
に
、
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る

法
を
決
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
直
接
適
用
規
範
の
適
用
（１
）、
お
よ
び
、
公
序
留
保
に
基
づ
く
法
廷
地
法
の
適
用
（２
）
が
あ
つ
た
。

１
　
直
接
適
用
規
範

（”ｏ
げ
ら
．選
）Ｕ
目
ｏ”
●
８

ビ
ロ
２
Ｆ
お
）
（介
入
規
範
Ｏ
ｏ
８
ｏ
３
８
）

「直
接
適
用
規
範

含
ｏ̈
∽
０
．，つ
０
汗
”けいｏユ
ヨ
ヨ
ａ
Ｆ
”３
」
ま
た
は

「介
入
規
範

含
ｏい∽
８
０
３
８
と

と
は
、
他
の
法
と
競
合
関
係
に
入
る
こ

と
な
く
、
契
約
準
拠
法
と
は
無
関
係
に
、
国
家
法
体
系
か
ら
与
え
ら
れ
た
機
能
と
し
て
直
接
か
つ
即
時
に
適
用
さ
れ
る

一
定
の
法
規
範
で
あ



る
。
同
規
範
は
、
労
使
の
契
約
関
係
を
規
整
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
機
関
の
機
能
を
規
整
す
る
こ
と
が
そ
の

（１
）

目
的
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「直
接
適
用
」
規
範
と
称
さ
れ
る
の
は
、
同
規
範
が
、
準
拠
法
選
択
規
則
を
媒
介
と
し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
同
規
範
自
身
が

一

方
的
に
そ
の
適
用
範
囲
を
画
定
し
、
そ
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
、
労
働
関
係
を
直
接
、
絶
対
的

・
強
行
的
に
規
律
す
る
か
ら
で
あ
る
。
準
拠

法
選
択
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
具
体
的
な
法
律
関
係
、
法
的
状
況
か
ら
出
発
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
法
を
選
択
し
連
結
す
る
が
、

直
接
適
用
規
範
適
用
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
当
該
規
範
の
適
用
範
囲
の
画
定
か
ら
出
発
し
、
当
該
問
題
が
そ
の
適
用
範
囲
内
で
あ
る
か
否
か
を

検
討
し
て
そ
の
適
用
の
有
無
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

「直
接
適
用
規
範
」
に
つ
い
て
は
、
何
が

「直
接
適
用
規
範
」
で
あ
る
の
か
、
そ
の
特
定

（Ａ
）、
お
よ
び
、
直
接
適
用
規
範
の
適
用
範
囲

（Ｂ
）
が
問
題
と
な
る
。

（Ａ
）
直
接
適
用
規
範
の
特
定

何
が

「直
接
適
用
規
範
」
で
あ
る
か
、
そ
の
特
定
は
、
判
例
上
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

学
説
上
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
法
領
域
に
お
け
る

「直
接
適
用
規
範
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
労
働
行
政
組
織
や
行
政
規
制

な
ど
国
家
組
織
や
権
限
に
関
わ
る
法
規
範
、
②
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
、
派
遣
労
働
な
ど
、
雇
用
政
策
、
労
働
市
場
に
関
わ
る
規
範
、
③
集

団
的
労
使
関
係
、
特
に
、
従
業
員
代
表
制
度
や
労
働
組
合
な
ど
労
働
者
代
表
に
関
す
る
規
範
、
④
基
本
的
自
由
や
平
等
規
定
、
⑤
刑
罰
規

（２
Ｘ
３
）

定
、
等

で
あ
る
。

ま
た
、
労
働
契
約

に
関
わ
る
も

の
と
し
て
は
、
一
定

の
強
行
規
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
契
約

の
締
結
に
関
し
て
、

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九



法
政
研
究

一
巻

一
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
〇

労
働
者
の
契
約
締
結
最
低
年
齢
、
契
約
の
形
式
、
労
働
者
派
遣
企
業
と
派
遣
労
働
者
間
の
労
働
契
約
や
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
成
立
要

件
、
第
二
に
、
契
約
の
履
行
条
件
に
関
し
て
、
労
働
安
全
衛
生
、
最
低
賃
金
、
賃
金
支
払
方
法
、
最
長
労
働
時
間
、
年
次
有
給
体
暇
、
母
性

保
護
等
、
「労
働
条
件
保
護
の
中
核
部
分
」
、
お
よ
び
、
賃
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
禁
上
、
第
三
に
、
契
約
の
終
了
に
関
し
て
、
従
業
員
代

表
の
意
見
聴
取
、
協
議
等
、
労
働
者
代
表
の
関
与
、
ま
た
は
、
行
政
機
関
の
許
可
等
行
政
機
関
の
関
与
、
等
が
直
接
適
用
規
範
で
あ
る
と
考

（４
）

え

ら
れ

て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
法
上
の
強
行
規
定
が
全
て

「直
接
適
用
規
範
」
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
労
働
法
の
ほ

と
ん
ど
全
て
の
規
定
は
直
接
適
用
規
範
と
な
り
、
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
準
拠
法
選
択
規
則
の
機
能
す

る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
私
法
上
の
強
行
規
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
一
部
が

「直
接
適
用
規
範
」
と
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
法
上
の
強
行
規
定
を

「直
接
適
用
規
範
」
と
契
約
準
拠
法
の

一
部
で
あ
る
強
行
規
定
と
に
区

別
す
る
基
準
は
明
瞭
で
は
な
」
咆

（Ｂ
）
直
接
適
用
規
範
の
適
用
範
囲

直
接
適
用
規
範
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
直
接
適
用
規
範
の
地
理
的
適
用
範
囲

（１
）、
第
二
に
、
裁
判
官
が
外
国
法
た
る

直
接
適
用
規
範
を
適
用
す
る
可
能
性
の
有
無

（２
）、
が
問
題
と
な
る
。

（１
）
直
接
適
用
規
範
の
地
理
的
範
囲



直
接
適
用
規
範
は
、
一
般
に
当
該
国
の
領
域
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
直
接
適
用
規
範
を
域
外
適
用
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

行
政
機
関
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
否
定
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
契
約
準
拠
法
は
フ
ラ
ン
ス
法
で
あ

っ
た
が
、
労
務
給
付
地
は
ド

（６
）

イ
ツ
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
当
時
存
在
し
て
い
た
、
経
済
的
解
雇
に
は
行
政
機
関
の
許
可
を
要
す
る
と
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
行
政
機
関
の
関
与
規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
る
全
て
の
労
働
に
適
用
さ
れ
る
が
、
外
国
で
行
わ
れ
る
労

（７
）

働
に
対
し
て
は
、
た
と
え
契
約
準
拠
法
が
フ
ラ
ン
ス
法
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

（２
）
外
国
法
た
る
直
接
適
用
規
範
の
適
用

裁
判
官
は
、
法
廷
地
国
が
労
務
給
付
地
で
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
直
接
適
用
規
範
を
適
用
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、
労
務
給
付
地
が
外
国
で

（８
）

あ

っ
た
場
合
も
当
該
外
国
法
で
あ
る
直
接
適
用
規
範
を
適
用
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
〇
・
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
，０
≧
口
Ｚ
〕
ｒ
ｏ
∽
『２
諄
ざ
目
∽
Ｑ
①
一３
鷹
邑
Ｆ
一ｏ
日
５
一ざ
ヨ
巴
①
´
ｏ
フ
ｏ
Ｆ
・・
フ
】
ｏ
べ
Ｌ

ｏ
９

（
・Ｚ
）
”
・〇
〇
Ｃ
”
∽
】日
”
¨
０
０
ユ
日
け
Ｏ
①
】ｏ
お
ｏ
”
３
８
諄
Ｏ
ｃ
一『ｐ
≦
臓
¨
Ｏ
Ｕ
６
い一３
■

０
い
ｏ
け
，

（３
）
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
機
関
の
関
与
等

「公
法
」
に
つ
い
て
は
、
直
接
適
用
規
範
と
は
別
個
の
、
労
働
契
約
を
絶
対
的
強
行
的
に
規
律
す
る
法
規
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
区
別
す
る
見
解
も
あ
る

（ｐ

ｒ
く
０
７
Ｑ
蘭
多

ｒ
８
８
】二
ｏ
房

Ｏ
ｏ
一『ミ
出

ｒ
君
日
豊
ｏ
コ
出
①
∽
Ъ
●
●
けも
。ぃ
ｐ
乳

８

Ｐ
，
）

（
”
仕
）

〇
・
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐
ｏ
＞
日
Ｚ
・
ｒ
ｏ
∽
『
ｏ
一”
Ｌ
Ｏ
つ
∽
Ｑ
Ｏ
一『
”
≦
昌
〓
５
一
〇
■
５
”一ｏ
”
巴
ｏ
´

ｏ
Ｏ
お
諄
Ｊ
●
・ω
Ｆ

Ｌ

、
∞
・ｏ
一
，

（５
）
実
質
法
自
身
が
そ
の
国
際
的
適
用
範
囲
を
定
め
て
い
る
規
定
、
た
と
え
ば
、
労
働
法
典
Ｌ
・
〓

〓
一―

一
四
―
八
。
（同
規
定
は
、
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
人

一



法
政
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究

一
巻

一
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
三

企
業
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
外
国
子
会
社
に
出
向
さ
せ
ら
れ
同
子
会
社
に
解
雇
さ
れ
た
場
合
の
、
フ
ラ
ン
ス
親
企
業
に
よ
る
当
該
労
働
者
の
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
帰

国
、
再
配
置
義
務
、
親
企
業
が
当
該
労
働
者
を
解
雇
す
る
場
合
の
当
該
解
雇
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
る
規
制
、
フ
ラ
ン
ス
親
企
業
を
当
該
労
働
者
の
使

用
者
と
み
な
す
こ
と
、
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
）
も
準
拠
法
の
適
用
を
限
定
す
る
機
能
を
果
た
す
が
、
こ
れ
は
、
適
用
法
決
定
規
範
で
あ
る
抵
触
法
で
は
な

く
、
労
使
の
権
利
義
務
等
を
直
接
に
規
律
す
る
実
質
法
で
あ
る
。

な
お
、
後
述
す
る
ロ
ー
マ
条
約
発
効
後
、
一
九
九
三
年

一
二
月
二
〇
日
の
法
律
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に

一
時
的
に
駐
在
す
る
労
働
者
の
労
働
関
係
に
適
用

さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
直
接
適
用
規
範
が
明
確
化
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
の
二
の
２
の

（Ａ
）
で
検
討
す
る
。

⌒́
０
）
〇
卜
〓
ξ
Ｊ
２
３
・ｒ
“
Ｎ
】‐べ
”
５
０
い０
コ
・

（ウ‘
）
〇
・日
・
ｕ
』．Ｌ
５
】０
∞
Ｎ
一
”
ｏ
く
ら
コ
．●
∪
Ｈ”
】０
∞
０
¨
●
・０
∞
∞
・

（ｏｏ
）
０
取
り，
∽Ｏ
ｏ
・
∞
】
りつ巴
中
一
べ
Ｎ
・　
日
ゴ
暉
饉
Ｆ①
『
ｏ
・
口
Ｘ
ｏ
２
つ０
」と
守
一ｏ
」
ｏ
Ｚ
ｏ
Ｆ
Ｏ
・　
”
０
く
ら
ユ
ｒ
∪
】”
】
０
べ
∞
¨
●
・０
∞
∞
・
¨
０
・
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐〇
＞
日
Ｚ
・
ｒ
ｏ
∽
『０一，
〓
０
”
∽
Ｏ
①
け『，
≦
二
】

暉
詳
Ｑ
ヨ
雨
Ｌ
ｏ
ヨ
』
０
´
ｏ
Ｏ
お
諄
Ｊ
●
・ｏ
Ｎ
・乳
　
】
中〇
・

７

２

　

公

序

留

保

（
い
Ｘ

ｏ
，

け

目

０
．０
邑

お

り
Ｆ
げ
目
ｏ

Ｆ

お

日

”
●
ｏ
日
巳

）

裁
判
官
は
、
外
国
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
あ
ま
り
に
も
不
公
正
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
基
本
的
理
念
に
反
す
る
と
考
え

た
場
合
、
国
際
私
法
上
の
公
序
留
保

な
お
ｏＯ
け̈
ｏコ
０
．０
『０
お
Ｏ
ｃ
σ
Ｆ

Ｆ
お
ヨ
”け̈
ｏ”
ユ
）
に
基
づ
き
、
抵
触
規
則
に
よ
れ
ば
準
拠
法
と
な
る
当
該

外
国
法
の
適
用
を
拒
否
し
、
代
わ
り
に
、
法
廷
地
法
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（「
ぎ

の

「
国
際
的
公
序
」

は
、
国
内
法
上
の
公
序

８
『０
お
Ｏ
ｃ
σ
汗

５
８
ヨ
３
よ
り
も
狭
い
、
限
定
的
な
概
念
で
、
政
治
的
社
会
的
組
織
原
則
、
基
本
理
念
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。



直
接
適
用
規
範
の
適
用
と
公
序
留
保
は
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
が
、
前
者
が
、
そ
も
そ
も
契
約
準
拠
法
の
規
制
し
え
な
い
領
域
に
適
用

さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
準
拠
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
当
該
法
の
適
用
が
法
廷
地
国
の
政
治
的
社
会
的
組
織
原
則
に
相
反

（３
）

す
る
が
ゆ
た
に
、
そ
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（４
）

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
法
の
領
域
に
お
い
て
、
公
序
留
保
は
ほ
と
ん
ど
援
用
さ
れ
な
い
。
裁
判
官
は
、
フ
ラ
ン

ス
法
の
適
用
を
望
む
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
労
務
給
付
地
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
契
約
準
拠
法
の
名
の
も
と
に
適
用
し
、
そ
う
で
な
い
と
き

は
、
こ
れ
を

「当
事
者
に
選
択
さ
れ
た
労
働
者
に
と

っ
て
よ
り
有
利
な
法
」
と
し
て
適
用
す
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
の
・
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐〇
＞
口
Ｚ
・
ｒ
ｏ
∽
『２
，
Ｌ
ｏ
”
∽
０
０
言
゛
薫
巨
Ｆ
一２
日
翼
ざ
つ
』
Φ
´
ｏ
●
・２
一・・
フ
Ｏ
Ｎ
乳

〕
〕
９

（（乙
）
く
・
ｒ
Ｏ
Ｃ
∽
∽
Ｏ
Ｃ
＞
コ
〓
ｏ
一
”
・
”
Ｏ
Ｃ
”
ｂ
ｒ
・
ｏ
Ｏ
お
諄
〓
「
』
０
「
・」
Ｎ
か
Ｏ
ｏ
一
，

（
うｏ
）
く
。
ｒ
Ｏ
Ｃ
∽
∽
Ｏ
Ｃ
＞
”
〓
ｏ
一
”
・
”
Ｏ
Ｃ
コ
ロ
ｒ
・
ｏ
Ｏ
お
諄
〓
づ
“
ヽ
ｏ
Ｌ̈

Ｎ
い
デ

（
４
）
破
毀
院
社
会
部
は
、
公
序
留
保
に
基
づ
き
外
国
法
の
適
用
を
排
除
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
９
・コ
〇
ロ
ロ
蘭
・
ｏ
８
巨
雰
一
２
ｏ
い∽
ｏ
５
，
ｏ
い一
Ｏ
ｃ
一『甲

く
巴
Ъ
●
●
Ｆ
Ｌ
Ｎ
ｏ
し
。
む
し
ろ
、
一
九
八
三
年
六
月

一
六
日
の
判
決
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
上
し
て
い
る
外
国
法
の
適
用
を
公
序
に
よ
り
排
除
し
た
原
判

決

を

破

棄

し

て

い

る

（ｏ
８

∽
・８

９

〓

旨
Ｆ

８

８

Ｌ

お

∽
「
お

σ
諄
Ｃ

Ｐ
＆

８

９

ｏ
お

∽
闘
，
３

８

一
『
Φ
∽
・
”
？

お

許

・
口

，

８

蹟

」

・∞
Ｐ

”
ｏ
８

〓
ぁ

ョ

一ｏ
”
も

８

諄
「
し

。

〓
一　
小
括

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
に
つ
い
て
は
、
学
説
と
判
例
理
論
を
中
心
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

一
八
三



法
政
研
究
一
巻
一
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
四

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
は
、
準
拠
法
選
択
規
則
に
基
づ
く
、
当
該
契
約
の
準
拠
法
の
決
定
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
第

一
に
、
基

本
的
連
結
規
則
と
し
て
、
労
働
者
に
対
し
、
一
方
で
、
労
務
給
付
地
国
の
法
の
保
護
を
保
障
し
、
他
方
で
、
当
事
者
の
選
択
し
た
連
結
の
結

果
よ
り
よ
い
保
護
を
享
受
す
る
可
能
性
を
与
え
る
た
め
、
労
務
給
付
地
法
と
当
事
者
選
択
法
の
組
み
合
わ
せ
規
範
を
確
立
し
た
。
す
な
わ

ち
、
①
労
働
者
が
安
定
的
に
契
約
を
履
行
す
る
労
務
給
付
地
法
を
、
労
働
者
に
最
低
限
の
社
会
的
保
護
を
保
障
す
る
公
序
の
法
（】９
０
．９
０
８

０
ｃ
σ
汗
）
と
し
て
、
契
約
準
拠
法
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
②
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
当
事
者
選
択
法
を

当
該
労
働
契
約
に
適
用
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
補
完
的
連
結
規
則
と
し
て
、
労
務
給
付
地
が

一
つ
の
国
に
固
定
し
て
い
な
い
場

合
に
つ
い
て
、
特
別
の
連
結
規
則
を
提
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
商
業
代
理
人
の
当
事
者
選
択
法
、
国
際
輸
送
労
働
者
の
船
籍
国
法
、
航

空
機
籍
国
法
、
ま
た
は
、
当
事
者
選
択
法
、
一
時
的
外
国
駐
在

（外
国
派
遣
を
除
く
）
の
場
合
の
元
の
労
務
給
付
地
法
、
等
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
準
拠
法
の
労
働
契
約
へ
の
適
用
に
は
、
主
と
し
て
二
つ
の
点
か
ら
限
定
が
な
さ
れ
る
。　
一
つ
は
、
直
接
適
用

規
範

（】ｏ
一∽
０
．，り
Ｏ
Ｆ
”一一〇
づ
ゴ
ヨ
ａ
】諄
３

（ま
た
は
介
入
規
範
ざ
い∽
８

ｏ
３
８
）
の
適
用
で
あ
る
。
直
接
適
用
規
範

（主
と
し
て
労
務
給
付

地
国
の

一
定
の
法
規
）
は
、
そ
の
目
的
、
機
能
か
ら
、
準
拠
法
選
択
規
則
を
媒
介
と
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
法
規
自
身
が

一
方
的
に
決
定
し

た
適
用
範
囲
に
お
い
て
、
労
働
契
約
を
直
接
、
絶
対
的

・
強
行
的
に
規
制
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
適
用
規
範
の
特
定
と
そ
の
適
用
範
囲

の
画
定
を
行
い
、
直
接
適
用
規
範
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
は
、
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
、
当
該
直
接
適
用
規
範
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
も
う

一
つ
は
、
国
際
私
法
上
の
公
序
留
保
で
あ
る
。
当
該
準
拠
法
の
適
用
が
法
廷
地
の
政
治
的
社
会
的
基
本
原
則
に
反
す
る
と
き
は
、

裁
判
官
は
、
準
拠
法
の
適
用
を
排
除
し
、
代
わ
り
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
適
用
法
の
決
定
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
疑
間
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第

一
に
、
そ
の
準

拠
法
選
択
規
則
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
労
働
者
保
護
的
で
は
な
い
と
の
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
選
択
規
則
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
で
労
務
給
付
が
行
わ
れ
る
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
外
国
で
労
働
す
る
場



合
、
当
事
者
選
択
法
が
フ
ラ
ン
ス
法
で
な
け
れ
ば
、
労
務
給
付
地
法
が
労
働
者
保
護
に
お
い
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
が
労

（１
）

務
給
付
地
国
法
よ
り
労
働
者
に
有
利
で
あ

っ
て
も
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
る
保
護
を
与
え
ら
れ
な
い
、
と
の
批
判
で
あ
る
。
労
務
給
付
地
法
以
上

の
保
護
を
労
働
者
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
事
者
選
択
法
だ
け
で
あ
り
、
使
用
者
が
労
務
給
付
地
法
よ
り
も
労
働
者
に
有
利
な
法

の
選
択
に
同
意
す
る
と
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
選
択
規
則
は
、
場
合
に
よ
り
他
の
法
を
準
拠
法
と
し
て
労
働
者
を

保
護
す
る
と

い
う
柔
軟
さ
に
欠
け
る
、
と
の
指
摘
も
行
わ
れ
て
い
る
（り
ぎ
た
、
当
該
契
約
に
関
連
の
あ
る
国
の
法
の
中
で
最
も
有
利
な
法
の

（３
）

適
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
準
拠
法
の
適
用
を
限
定
す
る
直
接
適
用
規
範
に
つ
い
て
は
、
各
法
律
毎
に
そ
の
確
定
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
、
そ

の
客
観
的
基
準
は
確
立
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
つ
つ
展
開
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
は
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約

債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
が

一
九
九

一
年
に
発
効
し
、
法
源
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
に
い
た

っ
た
。

ま
た
、
欧
州
連
合
に
と

っ
て
、
同
条
約
の
調
印
、
発
効
は
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
各
国
国
際
労
働
関
係
法
の
統

一
に
向
け
て
大
き
な
意
義
を

も

つ
も
の
で
あ
る
。

次
節
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
り
統

一
さ
れ
た
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
枠
組
み
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
１
‘
）

」
・
一ワ
ロ
”
コ
一口
Ｎ
・
”
”
一一
，
０
す
０
目
″０
コ
一
り
「
一ｍ
一Ｏ
①
∽
①
け
づ
ｏ
匡
く
０
け

０
．”
つ
０
”
一
０
一”
一
一０
コ
Ｏ
Ｃ
』．Ｃ
ｍ
の
０
，
コ
∽
一，
Ｑ
Ｏ
一
０
コ
ヨ
酔
ｐ
”
一】０
”
Ｏ
①
】”
】０
一
”
づ
Ｕ
目
０
，
σ
一の
，
“
０
０
５
一
『
”
一
Ｏ
Φ
一
『
，
く
，
ｒ

】Ь
酔
の
『”
”
一い０
”
，
Ｆ
Ｏ
「
・０
いｒ
・
●
・∞
Ｎ
い
。
コ
ω
・

一
八
五
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つ
ι
）
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∪
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口
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“
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ｏ
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ュ
“
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ｏ
∽
０
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づ
Ｏ
ｒ
く
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暉

０
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●
●
『
Ｏ
Ｑ
Ｆ
口
０
う

０
」
』．メ
ｍ
０
０
２
コ
ロ
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Ｃ
ｃ
一
０
コ
”
ｒ
雨
〓
０
５
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０
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口
”
●
０
日
０
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∞
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ｇ
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Ｚ
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＞
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Ｚ
・
ｒ
ｏ
∽
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Ｌ
ｏ
つ
∽
Ｏ
①
口
・，
ぶ
単
〓
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目
●
一̈
ｏ
”
』
０
´
α
Ｏ
・ｒ
Ｆ
け
Ｑ
Ｐ
ｒ
ｏ
●
ら
〓
‘
●
・Ｎ
Ｏ
ユ
ヽ
∞
・

第
二
節
　
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
の
統

一

は
じ
め
に

１
　
適
用
法
決
定
規
則
統

一
へ
の
過
程

一
九
五
七
年
三
月
二
五
日
の
欧
州
共
同
体

（Ｅ
Ｃ
）
設
立
条
約

（ロ
ー
マ
条
約
）
の
理
念
で
あ
る
、
労
働
力
の
自
由
移
動
、
企
業
設
立
の

自
由
、
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
自
由
は
、
労
働
関
係
の
国
際
化
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
の
自
由
移
動
は
、

提
供
さ
れ
る
雇
用
に
対
し
労
働
者
が
外
国
で
新
た
な
労
働
契
約
を
締
結
す
る
機
会
を
、
企
業
設
立
の
自
由
は
、
使
用
者
が
そ
の
労
働
者
を
共

同
体
の
他
の
国
の
支
社
ま
た
は
子
会
社
に

一
時
的
に
ま
た
は
長
期
的
に
出
張
、
転
勤
、
ま
た
は
、
出
向
さ
せ
る
可
能
性
を
、
サ
ー
ビ
ス
供
給

の
自
由
は
、
労
働
者
派
遣
企
業
が
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
共
同
体
の
他
国
に
派
遣
す
る
可
能
性
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
契
約
の
発
展
は
、
各
国
国
内
労
働
法
の
存
続
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
各

国
異
な
る
、
国
際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
規
則
を
統

一
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

（１
）
Ｅ
Ｅ
Ｃ
規
則
案



欧
州
委
員
会
は
、
理
事
会
に
対
し
、
欧
州
共
同
体
の
内
部
の
労
働
契
約
に
関
す
る
適
用
法
決
定
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
規
則
案
を

一
九
七
二
年

三
月
二
八
日
に
提
案
ぃ
、．
一）
九
七
六
年
四
月
二
八
日
に
そ
の
修
正
案
を
提
案
し
た
咤

同
規
則
案
は
、
共
同
体
内
で
の
労
働
者
の
自
由
移
動
に
関
す
る
規
範
を
補
完
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
第

一
次
案
に
お

い
て
は
、
そ
の
適
用
対
象
は
、
共
同
体
構
成
国
出
身
者
の
共
同
体
内
で
の
労
働
関
係
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
体
構
成
国

出
身
者
で
あ
っ
て
も
共
同
体
の
域
外
で
労
働
す
る
者
、
及
び
、
共
同
体
構
成
国
出
身
者
以
外
の
者
の
労
働
関
係
は
そ
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。

修
正
案
に
お
い
て
は
、
そ
の
適
用
対
象
は
拡
大
さ
れ
、
共
同
体
域
内
で
展
開
さ
れ
る
全
て
の
労
働
関
係

（従
っ
て
、
共
同
体
構
成
国
出
身

者
以
外
の
者
の
労
働
関
係
も
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

同
規
則
案
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
選
択
規
則
は
、
問
題
の
解
決
予
測
可
能
性
の
保
障
を
目
的
と
す
る
強
行
的

・
限
定
的
連
結

に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
通
常

一
つ
の
国
に
お
い
て
労
務
給
付
を
な
す
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
労
働
契
約
準
拠
法
は
、
労
務
給
付
地
国

法
で
あ
る
。
第
二
に
ゴ
一年
以
内
の
一
時
的
な
他
の
共
同
体
構
成
国
へ
の

「派
遣
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
契
約
の
準
拠
法
は
、
元
の
事

業
所
所
在
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
続
け
る
。
第
三
に
、
一
一年
以
上
の
長
期
の

「派
遣
」
に
つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
国
＝
労
務
給
付
地
国
の
法

が
準
拠
法
と
な
る
が
、
当
該
労
働
者
と
使
用
者
は
、
以
前
の
出
自
国
の
法
を
準
拠
法
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
に
、
通
常
複

数
の
国
で
労
務
給
付
を
行
う
場
合
は
、
契
約
当
時
者
は
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
選
択
は
、
企
業
本
社
所
在
地
国
法
、

労
務
給
付
地
国
の
い
ず
れ
か
の
法
、
お
よ
び
、
労
働
者
の
住
所
地
国
法
の
中
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
五
に
、
し
か
し
な
が

ら
、
契
約
当
事
者
は
、
当
該
労
働
者
の
企
業
に
お
け
る
特
別
の
地
位
ま
た
は
労
働
の
特
別
の
性
格
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
と
き
は
、
自
由
に

準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
契
約
当
事
者
は
、
そ
の
選
択
法
が
客
観
的
に
連
結
さ
れ
る
準
拠
法
よ
り
労
働
者
に
有
利
な
場

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
人
七
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（
一
九
九
六
年
）

合
は
、
こ
れ
を
準
拠
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る（嘔

同
規
則
案
の
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
結
局
採
択
さ
れ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

（２
）
ロ
ー
マ
条
約
の
調
印

他
方
、
共
同
体
内
に
お
い
て
は
、
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
条
約
の
制
定
が
、
一
九
六
九
年
か
ら

一
九
七
二
年
、
お
よ
び
、
一
九
七
三
年
か

ら

一
九
八
〇
年
の
二
段
階
に
わ
た
っ
て
試
み
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
、
当
時
の
欧
州
経
済
共
同
体
九
カ
国

（ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
）
の
間
で
、
契
約
債
権
の
適
用
法

（４
）

に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
後
に
、
ギ
リ
シ
ヤ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
、
共
同
体
加
盟
後
、
同
条
約
に
加
盟
し
て
い

る
。　
一
九
九
五
年

一
月
に
欧
州
連
合
に
加
盟
し
た
オ
ー
ス
■
リ
ア
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
三
か
国
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
は
未

加
盟
で
あ
る
。

こ
の

一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
は
、
労
働
契
約
も
そ
の
対
象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧

州
連
合
に
お
い
て
は
、
一
九
七
三
年

一
月

一
日
よ
り
発
効
し
た
、
一
九
六
八
年
九
月

一
七
日
の
民
事

。
商
事
の
裁
判
管
轄

・
判
決
執
行
に
関
す

る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
（純
に
よ
る
、
国
際
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
決
定
規
則
の
統

一
に
続
き
、
同
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
り
、
国
際
労
働
契
約
適
用

法
の
決
定
枠
組
み
に
つ
い
て
も
、
各
国
国
内
法
の
統

一
を
前
進
さ
せ
る
に
い
た
つ
た
。

２
　
一
九
八
〇
年
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
口
‥
マ
条
約
の
適
用
範
囲

一
八
八



（
１
）
加
盟
国

同
条
約
の
加
盟
国
は
、
現
在
前
記
十
二
か
国
で
あ
る
。
同
条
約
は
、
一
九
九

一
年
四
月

一
日
に
発
効
し
、
現
在
全
加
盟
国
を
拘
束
す
る
に

い
た

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
条
約
の
発
効
を
待
た
ず
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ド
イ
ツ
、
お
よ
び
、
ベ
ル
ギ
ー
の
四
つ
の
国
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
八
四
年
五
月
九
日
の
法
律
、
一
九
八
六
年
三
月
二
七
日
の
法
律
、
一
九
八
六
年
七
月
二
五
日
の
法
律
、
一
九
八
七
年
七
月

一
四

日
の
法
律
に
よ
り
、
す
で
に
同
条
約
の
諸
規
定
を
国
内
法
化
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
一
九
九

一
年
の
ロ
ー
マ
条
約
発
効
以
前
か
ら
、
そ
の
準
拠
法
選
択
規
則
が
判
例
理
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
約
の
発
効
に
よ
り
正
式
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
、
一
九
九

一
年
以
後
に
締
結
さ

れ
た
国
際
労
働
契
約
で
、
同
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
は
、
同
条
約
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
そ
の
適
用
法
を
決
定
す
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
る
。

（２
）
適
用
対
象

同
条
約
は
、
第

一
に
、
異
な

っ
た
法
体
系
に
属
す
る
法
相
互
間
の
選
択
の
問
題
が
生
じ
る
全
て
の
場
合
に
、
労
働
契
約
を
含
む
契
約
債
権

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る

（た
だ
し
、
第

一
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
に
お
い
て
、
一
定
の
契
約
債
権
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
除
外
さ
れ
て
い
る
。
）

（第

一
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
約
は
、
前
述
の
労
働
契
約
の
適
用
法
に
関
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
規
則
案
と
は
異
な
り
、
当
該
契
約

の
当
事
者
が
条
約
加
盟
国
出
身
者
で
あ
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
契
約
履
行
地
が
条
約
加
盟
国
の
領
土
内
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
条
約

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
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一
九
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六
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一
九
〇

加
盟
国
が
、
裁
判
管
轄
を
有
す
る
全
て
の
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
に
あ
た
り
適
用
さ
れ
る
と
い
う
、
普
遍
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
第

二
に
、
同
条
約
の
規
定
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
準
拠
法
は
、
条
約
加
盟
国
法
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ

る

（第

二
条
）
。
換
言
す
れ
ば
、
同
条
約
は
、
条
約
加
盟
国
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
を
、
条
約
加
盟
国
の
法
に

限
定
せ
ず
、
全
て
の
法
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
普
遍
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

第
三
に
、
同
条
約
は
、
「
国
際
労
働
契
約
」
あ
る
い
は

「渉
外
的
要
素
を
含
む
労
働
契
約
」
の
み
な
ら
ず
、
当
該
契
約
に
つ
き
複
数
の
法

体
系
が
競
合
し
て
い
る
全
て
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る

（第

一
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
的
契
約
で
あ
る
が
適
用
法
決
定
の

問
題
が
生
じ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
当
事
者
の
転
居
等
に
よ
り
他
国
の
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
が
国
内

的
契
約
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
外
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
選
択
し
た
場
合
等
に
お
い
て
も
、
複
数
の
法
体
系
の
競
合
が
存
在
す
る
場
合
と
し

て
、
同
条
約
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
外
国
法
を
選
択
す
る
場
合
、
法
選
択
の
当
時
、
他
の
全
て
の
要
素
が

一
国
の
み
に
関

わ
る
と
き
は
、
当
該
国
の
強
行
法
規
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
３
）
。

（３
）
国
際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定

ロ
ー
マ
条
約
は
、
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
枠
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一

に
、
準
拠
法
選
択
規
則
に
基
づ
き
、
当
該
契
約
の
準
拠
法
を
決
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
常
に
適
用

法
が
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
第
二
に
、
準
拠
法
の
労
働
契
約
へ
の
適
用
に
は
限
界
が
あ
り
、
一
定
の
国
の
法
規
範
が
法
選
択
規
則
を
媒

介
す
る
こ
と
な
く
労
働
関
係
に
直
接
適
用
さ
れ
る
場
合
が
存
在
す
る
。

以
下
、
本
節
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
ロ
ー
マ
条
約
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
枠
組
み
に
つ
い
て
、
第

一
に
、
契
約
準



拠
法
の
選
択

（
一
）、
第
二
に
、
準
拠
法
適
用
の
限
界

（二
）
の
順
に
検
討
す
る（屯

３
　
前
提
的
考
察

と
こ
ろ
で
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
け
る
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

第

一
は
、
当
該
契
約
の
裁
判
管
轄
国
の
決
定
で
あ
る
。
国
際
労
働
契
約
の
裁
判
管
轄
決
定
規
則
は
、
こ
れ
も
国
内
法
で
あ
り
、
各
国
に
よ

り
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
連
合
に
お
い
て
は
、
前
述
の

一
九
六
八
年
九
月

一
七
日
の
民
事

。
商
事
の
裁
判
管
轄

。
判
決
執
行
に
関

す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約

（現
在
、
ロ
ー
マ
条
約
加
盟

一
二
か
国
が
加
盟
）
に
よ
り
、
現
在
未
加
盟
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
三
か
国
を
除
き
、
そ
の
枠
組
み
は
統

一
さ
れ
て
い
る
。

第

二
は
、
当
該
契
約
の
性
質
、
す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
か
否
か
の
判
断
と
、
「使
用
者
」
の
決
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ロ
ト
マ
条
約
の

下
に
お
い
て
も
、
準
拠
法
決
定
の
前
提
問
題
と
し
て
、
裁
判
官
が
自
国
の
法
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
、
法
廷
地
法
に
よ
り
決
定
す
る
と
考
え
ら

（７
）

れ

て

い
る

。

（
１
）
』
Ｏ
ｏ
日
乳

〇
ヽ
０
・あ

ヨ
巳

８
ヾ
・
解
説
と
し
て
、
「
・コ
〇
ロ
ロ
蘭

・
”
Ｑ
韓
ヨ
・
彎
わ
日
ｏ
「
お
Ｌ

８
調
も
■
２

，

（
２
）
∪
ｏ
，
ｏ
Ｏ
ヨ
・
く
０
ほ
ヽ
研
・

（
３
）
同
規
則
案

に

つ
い
て
は
、
”

”
〇
∪
】里
召
Ｐ
ｏ
Ｒ
』
い雰
Ｏ
①
一ｏ
け
０
●
彎
ｏ
諄
０
暉
言
”
く
巴
Ｌ
７
●
Ｓ
巨
ゴ
「巴
ま
¨
”
鵬
０
・０
や
】ｐ

】
０
∞
い
。一
”
Ｆ
Ｐ
Ｏ
己
肖
肖
・
ｏ
ｏ
コ
く
０
ユ
け
つ
Ｏ
①

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一
九

一



輝
籠さ
さ
駅
1鞭
1中
(|キ
く
キく
1く
ミ 中)                                |ぺ

||

Rome(obhgatiOns contractuenes),Rep.corrmunautaire lDalloz,1992.

(守
)Convention de Rome stlr la loi applicable aux obligatiOrls contractuenes du 19juin 1980,JOCEゴ

 L.266 du oct.1980.

(Ю
)Code de droit soci』

europё
en,2ё

 ё
d.1998,p.1147.

(0)|
ぺ
く
○
↓
ロ
ー
ン
《
繁
」
鶏
誉
ヾ
回
墾
ぶ
暉
郎
檬
涸
暖
運
Cボ
製
壮
黒
ぐ
せ
OSW理

′
R.BIAINPAIN et J.―

CoJAⅥ
LLIER,Droit du travail

corrmunautare,L.G.D.J.2ё
 ёd.1995,p.187ゴ

 269 et s.:P,COURSIER,Con■
its de lois en droit du travail,Travail Traitё

,Fasc.
94-10,

op.cit.;Le codit de lois en matiё
re de contrat de travail,L.G.DoJ。

,op.cit.:G.LYON‐
CAEN et A.LYON―

CAEN,Droit socialintemational et

europё
en,op.cit.,p.26,パ

29 ets.;G.LYON―
CAEN,Les relatiorls de mvailinternationales,6d.1.iniSorts,op.cit.,p.52.バ

90 ets.;P.ROD
IERE,

Conits de lois en droit du travail,Travail T,aitё
,Fasc。
94-10,op.cit.,パ

 13.;H.BATIFFRL,Praet de convention CEE sllr la loi applicable

aux obligatiOns contractuenes,Rm ellr.1975,p.181 ets.;J.FOYER,Ltavant prttet de Convention CEE stlr la loi applicable aux obligatiOrls

contractuenes et extra―
contractuenes,J.D.I.1976,p.555 et s.:Entrё

e en viguer de la Convention de Rome du 19 juin 1980 surl
a loi

appucable aux obligations contractuenes,J.D.I.1991,p.601.;H.GAUDEMET―
TALLON,Convention de Rome du 19 juin 1980 surla loi

applicable aux obligatiOns contractuenes,m Encyclopё
die des Jurisclassellrs Europe,Fasc.3200.;Le nouveau droit intemational priv6

europё
en des contrats,corrmentalre de la convention CEEゴ

80-986 sur la loi applicable aux obligations cOntractuenes,。
uverte a la

slgnature a Rome le 19juin 1980,RTD ellr.1981,p.251 ets.:Entrё
eenviguerdelaConventiondeRomedu19juin1980sllrlaloiapplic

able

aux obligation contractuelles,RlrD eur.1991p635 et s.:Convention de Rome du 19 juin 1980 sur la loi applicable aux obligatiOns

contractuenes,chrOnique dejurisprudence,RTC eur.1992,p529 ets.;Signature de la Convention di adhOsion de IEspagne et du Portuga
l

a la
 cOnvention de Rome du 19juin 1980,RTD ellr.1993,p61 ets.;Jurisprudence surla Convention du Rome du 19juin 1980 RTD etr。



【
０
り
ヽ
・
づ
一
〇
】

０
一
，

一
で
Ｆ

Ｏ
■
』
匡
嘔
ら
４
０

①
一
”
・
ｒ
＞
Ｏ
ｂ
』

∪̈
日

・
”
や
０
●
０
３

∽
“
『
一”

Ｏ
Ｏ
コ
く
ｏ
つ
Ｌ
Ｏ
う

０
０

コ
０
「
”①

Ｏ
Ｃ

い
０
』．“
暉
″
】
０
∞
〇

∽
暉
『
ｒ
】
【ｏ
一
”
Ｕ
Ｏ
目
０
，
σ
一０

，
Ｆ
ｘ

Ｏ
σ
Ｆ
鴨
二

い
０
”
∽

ｏ
Ｏ
”
口
●
ｏ
”
Ｃ
Ｏ
ｒ
ｏ
´

』
〇

〇
日

ユ

〇
・Ｎ
∞
Ｎ
）
∞
【
０
０
，
】
０
∞
〇
二

”
・
ｒ
＞
〇
＞
”
∪
日

・
ｒ
ｏ

ヨ
ｏ
Ｃ
≦
ω
，
ｃ

３

３

諄

ロ
コ
”
Ｏ
ヨ
５
一
いｏ
コ
巴

●
コ
．忠

０
０
∽
ｏ
ｏ
”
口
゛
雰
こ
う

『
０
∽
】
σ
”
日
・一
ｏ

①
”

二
Ｆ
Ｃ
Ｏ
『
Ｏ
①

【”

Ｏ
Ｏ
つ
く
０
コ
Ｌ
Ｏ
ヨ

●
０

】
″
】
づ
０
０
Ｃ

い
０
』．“
Ｆ
″
い
０
∞
〇
・
コ
ご
く
・０
ユ
，
門
】
”

い
０
０
中
。
「
・Ｎ
∞
『
ｏ
一
∽
二
〇
０
”
お

”
Ｌ
ｏ
”

Ｑ
Ｏ
”
Ｏ
ヨ
″
０

（
Ｏ
σ
目
ｍ
，
Ｌ
ｏ
ョ
∽
ｏ
Ｏ
”
暉

”
０
”
Ｌ
Ｏ
Ｌ
Φ
∽
）
・
”
Φ
づ
・ｏ
Ｏ
コ
Ｌ
づ
“
ョ
”
暉
鶯
Ｌ
壼
ｙ

∪
∞巳
Ｏ
Ｎ
・
】
０
０
Ｎ
・̈
〓
・ｒ
日
∽
Ｏ
Ｃ
】ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
∽
・
ｒ
ｏ
い
”
●
ｕ
ｒ
ｏ
，
げ
一０
，
“
Ｘ
Ｏ
げ
Ｆ
ｍ
”
Ｌ
ｏ
コ
９
ｏ
Ｏ
”
言
●
ｏ
一
“
①
目
０
∽
¨
口
”
言
は
０
０
”
二
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
●
Ｏ
ｒ
ツ
０
０
つ
く
ｏ
ヨ
ロ
Ｏ
う
●
０
誨
９
ヨ
０
０
Ｃ

い
０
』
“
Ｆ
”

中
０
∞
ｐ

誨
・Ｕ
・＞
・Ｆ

〕
一
Ｏ
Ｆ

乳

Ｎ
・
●
“
ｏ
べ
Φ
一
，
一
『
・
”
【〇
＞
Ｃ
Ｘ
・
∪
『
ｏ
Ｆ

ゴ
一
０
■
５
〓
ｏ
コ
巴

●
ユ
く
Ｑ
Ｏ
一
２
３
〓

ｏ
２
目
ヨ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
酵
０
・
〓
Ｑ
ピ
ト
ｍ
Ｏ
∽
ド

ｒ
Ｏ
Ｃ
∽
∽
Ｏ
Ｃ
＞
”
Ｚ
・
∪
巴
斤
Ｎ

【
０
〇
一
・
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・∞
卜
］
０
一
∽
二
』
。
日
）日
「
蠅
百
】Ｎ
・
”
”
〓
Ｎ
Ｏ
す
０
目
″０
５
一
■
ぼ
一
Ｏ
ｏ
∽
ｏ
”
Ｕ
Ｏ
Ｃ
く
０
け

０
．，
●
Ｕ
甕
墜
Ｌ
”
Ｌ
Ｏ
口
０
“
』Ｃ
ｍ
Ｏ
●
”
コ
リ
一”
Ｏ
α
一
０
日
「
臓
”
”
Ｌ
Ｏ
”
●
ｏ
〕”
一０
い
”
も
り
目
Ｏ
μ
げ
【①
，
暉
０
０
う
言
”
け

Ｏ
①
■
署
巴

Ｆ
お
日
諄
ぃｏコ
■

∪
『・８
ｏ
・３
８
」
・田
∞
Ｐ
，
等
参
照
。
ま
た
、
同
条
約
に
関
す
る
邦
文
献
と
し
て
、
岡
本
善
八

「国
際
契
約
の
準
拠
法
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｃ

契
約
準
拠
法
条
約
案
に
関
し
て
―
」
同
志
社
法
学
三
二
巻

一
号

一
頁
。

↑
′
）

”
・
〇
〇
Ｃ
”
∽
】口
”
・
Ｏ
ｏ
ユ
日
一
∽
Ｏ
①
】ｏ
お

①
５
０
３
〓

Ｏ
ｃ
一
『
，
照
巳
・
０
，
２
一
‘
ｕ
“
Ｆ

Ｌ

ヽ
Ｎ
ｏ
一
，

一　
準
拠
法
選
択

国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
準
拠
法
選
択
規
則

（１
）、
第
二
に
、
準
拠
法
の
規
整
範
囲

（２
）

が
問
題
と
な
る
。

準
拠
法
選
択
規
則

一
九
八
〇
年
ロ
ー
マ
条
約
に
基
づ
く
労
働
契
約
の
準
拠
法
選
択
規
則
は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
に
基
づ
く
基
本
的
連
結
規
則

（Ａ
）
と
当

フ
ラ
ン
ス

。
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一
九
三
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一
巻
一
号

（
一
九
九
六
年
）

事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
が
な
い
場
合
の
補
充
的
連
結
規
則

（Ｂ
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（Ａ
）
基
本
的
連
結
規
則

一
九
四

国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
は
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
が
存
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
当
該
当
事
者
選
択
法
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
条
約

第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
は
、
「契
約
は
、
当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
当
事
者
選
択
法
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
当
事
者
選
択
の
自
由
の
範
囲
、
第
二
に
、
選
択
の
有
無
お
よ
び
内
容
の
判
断
が
問
題
と
な

（１
）

２
０

。
（１
）
当
事
者
選
択
の
自
由
の
範
囲

（
ａ
）
選
択
の
対
象
と
な
る
法

契
約
当
事
者
は
、
準
拠
法
と
し
て
、
当
該
契
約
と
の
関
連
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
国
の
法
で
も
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
が
、
法
選
択
の
当
時
、
全
て
の
要
素
が
あ
る

一
国
の
み
に
関
連
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国
以
外
の
国
の

法
を
準
拠
法
と
し
て
選
択
す
る
と
き
は
、
当
該
国
の
法
に
よ
れ
ば
契
約
に
よ
り
排
除
で
き
な
い
強
行
法
規
に
反
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（第

三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
３
）。

（ｂ
）
準
拠
法
の
選
択
方
法



ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
は
、
「契
約
当
事
者
は
、
そ
の
選
択
に
よ
り
、
当
該
契
約
全
体
ま
た
は
部
分
的
に
の
み
適
用
さ
れ
る

法
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
契
約
全
体
に
適
用
さ
れ
る

一
つ
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
と
い
う
方
法
だ
け
で
な
く
、
契
約
の
事
項
毎
に
異
な
る
準
拠

法
を
指
定
し
、
複
数
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
契
約
の
一
部
分
に
の
み
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

′ｅ
。し

か
し
な
が
ら
、
複
数
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
場
合
、
こ
れ
は
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
複
数
の
法
の
選
択

が
、
調
和
し
て
結
合
さ
れ
得
な
い
場
合
は
、
裁
判
官
は
、
当
事
者
選
択
が
な
い
場
合
の
補
充
的
連
結
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す
る
も
の
と
草

案
説
明
者
は
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
契
約
の
分
割

８
０
８
品
ｅ

は
、
当
事
者
が

一
定
の
強
行
規
定
の
適
用
を
回
避
す
る
た
め

に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
危
険
性
は
、
後
述
の
、
同
条
約
第
七
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
の
、
当
該
状
況
に
密
接
な
関
連
を

有
す
る
国
の
強
行
規
定
の
適
用
に
よ
り
排
除
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

当
事
者
が
契
約
の
一
部
分
に
の
み
準
拠
法
を
選
択
し
た
場
合
、
裁
判
官
は
、
通
常
は
、
そ
の
部
分
的
選
択
か
ら
、
他
の
部
分
に
も
当
該
法

が
選
択
さ
れ
た
と
推
定
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
選
択
が
な
い
場
合
の
補
充
的
連
結
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す

べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
ｃ
）
準
拠
法
の
変
更

ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
は
、
「契
約
当
事
者
は
、
い
つ
で
も
、
そ
の
選
択
に
よ
り
、
ま
た
は
、
本
条
約
の
他
の
規
定
に
よ
り

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
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指
定
さ
れ
た
準
拠
法
以
外
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
準
拠
法
変
更
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
契
約
締
結
後
の
準
拠
法
変
更
は
、
第

一
に
、
当
該
契
約
の
形
式
的
有
効
性
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

第
二
に
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（２
）
選
択
の
有
無
お
よ
び
内
容
の
判
断

ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
は
、
買
準
拠
法
の
）
選
択
は
、
明
示
的
に
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
契
約
の
文
言
も
し
く
は

一
切
の

事
情
の
考
慮
に
よ
り
確
実
な
方
法
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
書
面
ま
た
は
日
頭
に
よ
る
明
示
の
準
拠

法
の
指
定
が
存
在
し
な
い
場
合
、
黙
示
の
合
意
の
意
思
探
求
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
厳
格
性
が
要
求
さ
れ
る
。

草
案
説
明
者
は
、
準
拠
法
の
選
択
を
確
実
な
方
法
で
行
っ
た
と
結
論
じ
う
る
例
と
し
て
、
当
該
当
事
者
の
以
前
の
契
約
に
つ
い
て
明
示
的

に
選
択
さ
れ
た
法
が
存
在
し
、
諸
般
の
事
情
か
ら
新
し
い
契
約
に
つ
い
て
も
当
該
法
を
準
拠
法
と
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
合
意
管

轄
条
項
が
存
在
し
、
当
該
法
廷
地
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
こ
と
が
他
の
契
約
条
項
や
諸
般
の
事
情
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
場

合
、
当
該
契
約
が
あ
る
国
の
法
律
の
条
文
を
参
照
し
て
い
る
場
合
、
等
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
例
は
そ
れ
だ
け
で
は

法
選
択
の
存
在
を
証
明
す
る
の
に
十
分
で
は
な
く
、
契
約
の
条
項
全
体
、
諸
般
の
事
情
、
当
事
者
の
過
去
の
行
動
や
契
約
関
係
な
ど
を
総
合

し
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（咤

（Ｂ
）
補
充
的
連
結
規
則

当
事
者
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
法
が
存
在
し
な
い
場
合
、
ロ
ー
マ
条
約
は
補
充
的
連
結
規
則
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
客
観
的
連
結
を
規
定
し



（３
）

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

（１
）
補
充
的
連
結
の
枠
組
み

ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
は
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
以
下
の
よ
う
な
労
働
契
約
に
関
す
る
三

つ
の
特
別
連
結
を
定
め
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、
原
則
と
し
て
、
契
約
準
拠
法
は
、
労
働
者
が
契
約
の
履
行
と
し
て
通
常
労
務
を
給
付
し
て
い
る
国
の
法
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
労
働
者
が

一
時
的
に
他
の
国
に
駐
在

貧
ｏ、ご
ｏす
ｏ３
８
３

し
て
い
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
は
、

契
約
準
拠
法
は
変
更
さ
れ
ず
、
当
初
の
労
務
履
行
地
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
。

第
二
に
、
労
働
者
が
通
常
同

一
の
国
で
労
働
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
複
数
国
で
労
務
給
付
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
契
約

準
拠
法
は
、
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
国
際
的
商
業
代
理
人
、
国
際
交
通
労
働
者
等
が
こ
れ

に
該
当
す
る
。

第
三
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
総
合
的
状
況
か
ら
、
当
該
労
働
契
約
が
、
以
上
の
連
結
規
則
に
よ
り
準
拠
法
国
と
な
る
国
以
外
の
国
と
よ
り

密
接
な
関
連
を
有
す
る
場
合
は
、
当
該
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
る
。

（２
）
具
体
的
連
結

（４
）

補
充
的
連
結
規
則
の
具
体
的
適
用
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
例
に
つ
き
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

一
九
七
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（
ａ
）
陸
上
労
働

０
　
大
使
館
で
の
労
働

労
務
給
付
地
が

一
つ
の
場
所
で
安
定
的
か
つ
継
続
的
で
あ
る
場
合
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
第

二
項

ａ
に
よ
り
労
務
給
付
地
国
の
法
が

契
約
準
拠
法
と
な
る
が
、
当
該
労
務
給
付
地
が
ど
の
国
の
領
土
に
属
す
る
か
が
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
大
使
館
で
の

労
働
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ド
イ
ツ
大
使
館
で
の
労
働
は
、
労
務
給
付
地
を
フ
ラ
ン
ス
と
考
え
る
か
ド
イ
ツ
と
考
え
る
か
が
挙
げ

ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
外
国
大
使
館
は
、
そ
の
敷
地
に
お
い
て
様
々
な
特
権
を
享
受
し
て
い
る
と
し
て

も
、
事
実
上
も
法
的
に
も
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
位
置
し
て
い
る
」
と
し
て
、
労
務
給
付
地
を
フ
ラ
シ
ス
と
判
断
し
て
い
る（咆

②
　
国
際
輸
送
労
働
者

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
列
車
な
ど
の
国
際
輸
送
労
働
者
の
よ
う
に
、
複
数
の
国
に
お
い
て
労
務
給
付
を
行
う
場
合
、
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
れ

ば
、
「
通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
わ
な
い
」
場
合
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ｂ
に
よ
り
、
労
働
者
を
雇
用
し
た

事
業
所
所
在
地
国
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
。



０
　
活
動
地
の
点
在

国
際
的
な
商
業
代
理
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
建
築
技
師
等
、
そ
の
活
動
地
が
複
数
国
に
わ
た
り
点
在
し
て
い
る
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
の
従

来
の
判
例
は
、
労
務
給
付
地
が
特
定
で
き
な
い
場
合
と
し
て
、
当
事
者
の
意
思
の

「推
定
」
に
よ
り
当
事
者
選
択
法

（多
く
の
場
合
、
労
働

者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
法
）
を
決
定
し
こ
れ
を
準
拠
法
と
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
「通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
わ
な
い
」
場
合
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六

条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ｂ
に
よ
り
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
。

０
　
複
数
の
職
業
活
動

労
働
者
が
異
な
る
使
用
者
、
異
な
る
労
働
契
約
の
も
と
で
、
複
数
の
職
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
契
約
準
拠
法
は
各
契
約
毎
に
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

０
　

一
時
的
外
国
駐
在

一
時
的
外
国
駐
在
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
は
、
契
約
準
拠
法
は
変
更
さ
れ
ず
、
当
初
の
労
務
履
行
地
の
法
が

「通
常
の
労
務
給
付
地
」
と
し
て
準
拠
法
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は
、
コ

時
的
外
国
駐

在
」
が
、
例
外
的
状
況
で
あ
り
、
契
約
準
拠
法
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
条
約
は
、
コ

時

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
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二
〇
〇

的
外
国
駐
在
」
の
中
で
、
特
に

「外
国
派
遣
」
と
そ
れ
以
外
の
形
態
を
区
別
せ
ず
、
外
国
派
遣
の
場
合
も
契
約
準
拠
法
の
変
更
を
予
定
し
て

お
ら
ず
、
こ
の
点
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
が
従
来
採
用
し
て
き
た
連
結
規
則

（労
務
給
付
地
法
の
連
結
）
と
は
異
な
る
。

こ
の
規
定
に
関
す
る
重
要
な
問
題
の

一
つ
は
、
何
が

「
一
時
的
外
国
駐
在
」
に
該
当
す
る
か
、
で
あ
る
。

「外
国
駐
在
」
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
従
来
そ
の
該
当
性
要
件
と
し
て
、
第

一
に
、
当
該
労
働
者
が
外
国
駐
在
を
命
じ
た

使
用
者
と
の
法
的
関
連
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
、
第

二
に
、
労
働
者
が
そ
の
労
働
の
終
了
後
元
の
国

へ
の
帰
国
の
意
思
を
も

つ
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
て
お
り
、
外
国
駐
在
の
期
間
は
必
ず
し
も
決
定
的
な
要
素
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
い
て
は

「
一
時
的
」
外
国
駐
在
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
外

国
駐
在
の
期
間
が
短
期
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
論
者
に
よ
れ
ば
、
同
期
間
の

一
つ
の
基
準
と
し
て
、
各
国
の
社

会
保
障
制
度
の
域
外
適
用
の
最
大
期
間
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
連
合
内
に
お
い
て
は
、
最
大
十
二
カ
月

（更
に
十
二
カ
月
の
延
長
可
）

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
国

へ
の
駐
在
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
の
国
際
協
定
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
協
定
の
存
在
し
な
い
場
合
、
フ
ラ
ン

ス
の
社
会
保
障
制
度
は
最
大
六
年
の
域
外
適
用
期
間
を
認
め
て
い
る
。

０
　
長
期
間
の
外
国
移
転

他
方
、
コ

時
的
駐
在
」
で
は
な
い
長
期
間
の
外
国
滞
在
の
場
合
は
、
労
務
給
付
地
の
変
更
が
あ
つ
た
も
の
と
さ
れ
、
新
し
い
労
務
給
付

地
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
が
以
前
と
同
じ
法
を
当
事
者
選
択
法
と
し
て
準
拠
法
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

０
　
外
国
労
働
の
た
め
の
雇
用



労
働
者
を
直
接
外
国
で
労
働
さ
せ
る
た
め
に
雇
用
し
た
場
合
、
当
該
労
働
関
係
を

「外
国
駐
在
」
の
場
合
と
同

一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
発
効
以
前
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
き
か
屯

当
該
労
働
者
が
複
数
の
外
国
で
同
時
に
労
働
を
行
う
た
め
に
雇
用
さ
れ
た
場
合
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を

行
わ
な
い
」
場
合
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ｂ
に
よ
り
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
が
準
拠
法
と
な

ｚｅ
。こ

れ
に
対
し
、
一
つ
の
外
国
で
の
み
労
働
を
行
う
た
め
に
雇
用
さ
れ
た
場
合
、
た
と
え
、
こ
れ
を

「外
国
駐
在
」
の
場
合
と
同

一
視
し
う

る
と
し
て
も
、
当
該
労
働
者
は
少
な
く
と
も
当
該
労
働
関
係
に
お
い
て
は
雇
用
地
で
労
働
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
唯

一
の
労
務
給
付
地
は

当
該
外
国
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ａ
に
い
う

「通
常
の
労
務
給
付
地
」
と
し
て
、
当

該
外
国
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
労
務
給
付
地
以
外
の
要
素
が
雇
用
地
に
あ
る
場
合

（当
事
者
の
国
籍
、
住
居
地
、
賃
金
支
払
い
地
等
）、
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ

２
但
書
に
い
う

「最
も
密
接
な
関
連
を
持
つ
国
」
と
し
て
、
そ
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
可
能
性
は
存
在
す
る
。

（ｂ
）
海
上
労
働

０
　
領
海
内
で
の
労
働

領
海

（ヨ
ｑ
お
ュ
”ｏ
ュ
巴
ｅ

は
、
当
該
国
の
領
土
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
領
海
で
展
開
さ
れ
る
労
働

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

一
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関
係
、
た
と
え
ば
、
領
海
に
お
け
る
石
油
掘
削
現
場
で
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
領
海
の
属
す
る
国
が
労
務
給
付
地
と
み
な
さ
れ
る
。

②
　
公
海
で
の
労
働

こ
れ
に
対
し
て
、
公
海
上
の
労
働
、
た
と
え
ば
、
公
海
を
航
行
す
る
船
舶
で
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
「公
海
」
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
国

を
労
務
給
付
地
国
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
船
舶
を
国
家
領
土
の
一
部
と
み
な
し
て
、
船
籍
国
を
労
務
給
付
地
と

み
な
し
て
き
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
社
会
保
障
制
度
の
適
用
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
と
口
Ｊ
Ｉ
マ
条
約
の
連
結
規
則

に
こ
れ
を
あ
て
は
め
、
「通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
う
」
場
合

（第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ａ
）
と
し
て
、
船
籍
国
＝
労
務
給
付
地
国

と
し
て
そ
の
法
を
契
約
準
拠
法
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
、
「通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
わ
な
い
」
場
合
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ｂ
に
よ

り
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ど
ち
ら
を
採
用
す
べ
き
か
議
論
は
分
か
れ
て
い

２つ
。た

だ
し
、
労
働
者
が
船
籍
の
異
な
る
複
数
の
船
舶
で
労
働
し
て
い
る
場
合
は
、
い
ず
れ
の
考
え
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、
「通
常

一
つ
の
国

で
労
務
給
付
を
行
わ
な
い
」
場
合
と
し
て
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
公
海
上
で
の
石
油
掘
削
労
働
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
特
定
の
国
を
労
務
給
付
地
国
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
ロ
ー
マ
条
約

の
草
案
説
明
者
は
、
「通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
わ
な
い
」
場
合
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ｂ
に
よ
り
、
労
働

（８
）

者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
も
、
石
油
掘
削
装
置
を
積
ん
で
い
る
船
舶
の
船
籍
に
よ
り
当
該
国
を
労
務
給
付
地
と
し
て
そ
の
法
を
準
拠
法



と
す
る
考
え
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

（
ｃ
）
航
空
機
の
乗
務
員

フ
ラ
ン
ス
の
判
例
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
航
空
機
は
、
国
家
の
領
土
の
切
り
離
さ
れ
た

一
部
で
あ
る
と
し
て
、
航
空
機
の
登
録

国
を
労
務
履
行
地
と
み
な
し
て
い
爆
咀

ロ
ー
マ
条
約
の
も
と
で
も
、
こ
れ
を

「通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
う
」
場
合

（第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２

ａ
）
と
し
て
、
航
空
機
籍

国
＝
労
務
給
付
地
国
と
考
え
、
そ
の
法
を
契
約
準
拠
法
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
「
通
常

一
つ
の
国
で
労
務
給
付
を
行
わ

な
い
」
場
合
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ｂ
に
よ
り
、
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）

こ

の
問

題

に

つ
い
て
は
、
特

に
、
”

０
２
コ
∽
日
″

ｏ
８
巨
雰
８

ご
”∽
８

彎
ｏ
一̈
Ｑ
暉
暉
営
巴
Ъ
●
・ｏ
〓
・・
Ｌ

べ
・３

ｒ

ｒ
ｏ
８
”
ョ
一
８

ざ
い∽
①
ヨ
ヨ
諄
い０
８

８

０
０
”
一『”
一
Ｑ
Ｏ
一『，
く
，
日
・
０
０
・０
一ｒ
・
●
・Ｏ
Ｎ
）
ユ
）
】
〇
ヽ
ｏ
一
∽
・
美
多
昭
¨̈
。

（
，
↓
　
〓
・
の
ＨＣ
ｒ
嘔
ワ
一ｏ
ｏ
一
”
Ｌ
Ｅ
′
０
＞
”
∪
日
・
０
「
お
〓
Ｊ
Ｏ
■
ｐ
Ｌ

∞
ｏ
一
，

（
３
）

こ

の
問
題

に

つ
い
て
は
、
特

に
、
フ

〇
〇
Ｃ
”
∽
日
″

ｏ
ｏ
”
凛
雰
Ｑ
ｏ
ご
お
ｏ
コ
彎
０
一一
０
」
町
ミ
巴
・
ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｆ

Ｌ

】
∞
・８

，
¨
ｒ
ｏ
８
”
諄
一
〇
０
ご
け
ｏ
”
ヨ
翼
い０
お

０
０

０
０
５
一『，
い
Ｏ
①
“『，
く
，
〓
・
Ｏ
ｏ
・０
ぃ，
）
●
・０
心
・
■
　́
Ｎ
】ヽ

０
”
∽
・
鼻
夕
曜
¨̈
。

（
４
）

こ

の
問
題

に

つ
い
て
は
、
特

に
、
”

〇
〇
⊆
あ
日
″

ｏ
８
巨
雰
Ｑ
ｏ
ざ
お
０
コ
彎
０
一一
Ｑ
匡
町
署
巴
・
ｏ
●
●
Ｆ

乳

】
０
・８

，
一
ｒ
０
８
”
ョ
け
０
０
ざ
お
ｏ
コ
ヨ
彗
一ｇ
ｏ
Ｑ
ｏ

０
０
５
一『”
一
Ｑ
Ｏ
一『”
く
，
日
・
０
０
・０
一ｒ
・
０
・【
ｏ
い
・
■
　
Ｎ
い
∞
①
一
∽
・
曇
夕
曜
¨̈
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法

の
展
開

―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法

―

　

　

　

　

　

　

一
一
〇

三
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一
一〇
四

〇
＞

”
田
オ

■
∞
α
ｏ
Ｆ

ヽ
ｏ
ヨ
邑
あ

一
〇
Ｏ
Ｐ

』
∪
】
【
り
Ｏ
ｒ

り
ヽ

い
Ｆ

コ
ｏ
”
ｏ
ｐ

∪
【
Ｏ
Ｚ
■

〇
≦
甲

”
』
ヽ
品
ヽ
日
ユ
０
・
０
●
・０
〓
‘
●
・∞
∞
・
乳

一
・

コ
迎
怪
・
〇
口
日

乳

い
、
〇
∞
‐
Ｎ
Ｆ

い
、
』。Ｌ
５

い
０
べ
Ｆ

２
３
■
∞
・

〓
Ｆ
の
【
Ｃ
Ｅ
５
Ｚ

０

〇
一
”
・
Ｆ
＞
〇
＞
”
∪
口
・
ｏ
Ｏ
お
〓
〓
Ｕ
“
０
。
Ｌ

Ｏ
・

０
一
あ
あ
・】
ｏ
「
ｏ
一く
二
【
∞
０
０
，
Ｈ
Ｏ
∞
∞
・
ｂ
Ｂ
『
ゝ
Ｌ
り
いＯ
Ｃ
Ｏ
・
●
甕
い
０
諄
０
・

２
　
準
拠
法
に
よ
る
規
整
範
囲

以
上
の
よ
う
な
連
結
規
則
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
整
範
囲
、
す
な
わ
ち
、

対
象

（Ａ
）、
第
二
に
、
準
拠
法
と
し
て
選
択
し
う
る

「法
」
の
範
囲

（Ｂ
）、
の
二
点
が
問
題
と
な
る
。

（Ａ
）
規
整
対
象

契
約
準
拠
法
の
規
整
対
象
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
項
で
あ
る
の
か
、
以
下
、
契
約
の
締
結

（１
）、

（１
）

つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

第

一
に
、
契
約
準
拠
法
の
規
整

履
行

（２
）、
消
滅

（３
）
に

（１
）
契
約
の
締
結

（
ａ
）
契
約
成
立
の
実
質
要
件

98765



契
約
成
立
の
実
質
要
件
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「契
約
ま
た
は
契
約
の
諸
規
定
の
成

立
お
よ
び
有
効
性
は
、
当
該
契
約
ま
た
は
諸
規
定
が
有
効
で
あ
れ
ば
本
条
約
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
が
こ
れ
を
規
整
す
る
」
（第
８
条
パ
ラ

グ
ラ
フ
ー
）。
し
た
が
つ
て
、
契
約
成
立
の
実
質
要
件
お
よ
び
そ
の
不
遵
守
の
効
果
は
、
当
該
契
約
の
準
拠
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
契
約
準
拠
法
に
よ
る
契
約
成
立
の
実
質
要
件
の
規
整
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
第

一
は
、
契
約
当
事
者
の
行
為
能
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
条
約
は
、
自
然
人
ま
た
は
法
人
の
行
為
能
力
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
同
条
約
の
適
用
対
象
外
と
し
て
い
る

（第

一
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
ａ
、　
３
。
し
た
が
つ
て
、
行
為
能
力
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、

各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
私
法
に
従
い
、
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
当
該
者
の
属
人
法
が
そ
の
行
為
能
力

を
規
整
す（化
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

し
か
し
な
が
ら
、
行
為
能
力
に
関
す
る
各
国
異
な
る
規
制
が
、
契
約
成
立
上
大
き
な
妨
げ
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
マ
条

約
は
、
善
意
の
契
約
締
結
者
の
保
護
と
し
て
、
「同

一
国
に
所
在
す
る
者
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
お
い
て
は
、
当
該
国
の
法
に
よ
れ
ば

行
為
能
力
を
有
す
る
者
は
、
契
約
締
結
当
時
、
契
約
相
手
方
が
そ
の
者
の
無
能
力
を
知

っ
て
い
た
か
ま
た
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
過
失
の

あ
る
場
合
を
除
き
、
契
約
相
手
方
に
対
し
、
当
該
所
在
地
国
以
外
の
国
の
法
に
基
づ
く
無
能
力
を
も
つ
て
て
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
定
め
て
い
る

（第

一
一
条
）。

第
二
の
例
外
は
、
同
意
の
意
思
の
有
無
の
立
証
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
条
約
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
き
、
契
約
の
一
方
当

事
者
の
行
為
を
同
条
約
に
基
づ
く
契
約
準
拠
法
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
場
合
は
、
当
該
者
が
、
そ
の
者
の
通
常
の
居
住
地
法

に
基
づ
き
同
意
の
意
思
の
不
存
在
を
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

（第
八
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
）。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
契
約
成
立
の
実
質
要
件
お
よ
び
要
件
不
充
足
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
、
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
一
一〇
五
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ラ
フ
ー
及
び
第
七
条
の
規
定
す
る
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
、
ま
た
は
、
当
該
契
約
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る

国
の
法
も
し
く
は
法
廷
地
法
の
強
行
規
定

（ｅ
りＯ
ｏ
浄
】ｏ
ヨ

ョ
〓
３
〓
お
３

が
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
成
立
要
件
に
関
す
る
労
働
法
典
Ｌ
。
〓

〓
一の
三
の

一
三
条
の
規
定
は
、
直
接
適
用
規
範
と
し
て
フ

（３
）

ラ
ン
ス
に
お

い
て
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｂ
）
契
約

の
形
式

契
約

の
形
式
に
適
用
さ
れ
る
法
に

つ
い
て
、

ロ
ー
マ
条
約
は
、
契
約
当
事
者
が
同
じ
国
に
所
在
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
、
そ
の
選
択
を

区
別
し
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、
契
約
当
事
者
が
、
契
約
締
結
当
時
同

一
国
に
所
在
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
契
約
の
方
式
は
、
同
条
約
に
よ
り
当
該
契
約

の
実
質
要
件
を
規
整
す
る
法

（す
な
わ
ち
、
契
約
準
拠
法
）
ま
た
は
契
約
締
結
地
法
に
よ
り
有
効
な
場
合
は
有
効
と
な
る

（第
九
条
パ
ラ
グ

ラ
フ
ー
）。

第
二
に
、
契
約
当
事
者
が
、
契
約
締
結
当
時
異
な
る
国
に
所
在
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
契
約
の
方
式
は
、
同
条
約
に
よ
り
当
該
契
約
の

実
質
要
件
を
規
整
す
る
法

（す
な
わ
ち
、
契
約
準
拠
法
）
ま
た
は
両
当
事
者
の
所
在
地
の
い
ず
れ
か
の
国
の
法
に
よ
り
有
効
な
場
合
は
有
効

と
な
る

（第
九
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
）。

し
か
し
な
が
ら
、
契
約
の
形
式
に
つ
い
て
も
、
後
述
の
、
ロ
ー
マ
条
約
第
６
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
及
び
第
七
条
の
規
定
す
る
、
当
事
者
選
択

法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
、
ま
た
は
、
当
該
契
約
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
も
し
く
は
法
廷
地
法
の
強
行
規
定

貧
い８
ｏ
∽いけ】ｏ房

ヨ
〓
『，一ィ
８
）
が
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
履
行
さ
れ
る
書
面
に
よ
る
労
働
契
約
は



フ
ラ
ン
ス
語
で
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
労
働
法
典
Ｌ
．
〓

〓
一の
一
条
の
規
定
は
、
直
接
適
用
規
範
と
し
て
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る（唯

（２
）
契
約
の
履
行

ロ
ー
マ
条
約
は
、
第
十
条
に
お
い
て
、
同
条
約
の
定
め
る
契
約
準
拠
法
は
、
特
に
、
契
約
の
解
釈
（パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
ａ
）、
契
約
か
ら
生
じ

る
債
務
の
履
行

（パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
ｂ
）
、
損
害
の
算
定
を
含
む
債
務
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
不
履
行
の
効
果

（た
だ
し
、
法
廷
地
の
手
続
法

上
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
も
の
）
（パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
ｃ
）、
債
務
消
滅
の
原
因
、
消
滅
時
効
、
お
よ
び
、
提
訴
期
間

（パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
ｄ
）
、

契
約
無
効
の
効
果

（パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
ｅ
）
を
規
整
す
る
と
定
め
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
契
約
の
履
行
に
関
し
て
は
、
契
約
準
拠
法
が
こ
れ

を
規
整
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
条
約
は
、
第

一
に
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
、
す
な

わ
ち
、
一
般
に
労
務
給
付
地
法

（ま
た
は
労
働
者
を
雇
入
れ
た
事
業
所
所
在
地
法
も
し
く
は
当
該
契
約
と
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の

法
）
の
強
行
規
定

（当
該
国
の
法
に
よ
れ
ば
契
約
に
よ
り
排
除
で
き
な
い
規
定

（
ロ
ー
マ
条
約
第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
３
こ

の
定
め
る
労
働

者
保
護
は
、
契
約
準
拠
法
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る

（第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）ｏ
契
約
の

履
行
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
労
働
安
全
衛
生
、
最
長
労
働
時
間
、
時
間
外
労
働
の
上
限
、
休
憩

・
休
日
、
年
次
有
給
休
暇
、
最
低
賃

金
、
賃
金
の
支
払
い
方
法
等
少
な
く
な
い
事
項
に
関
し
て
、
各
国
は
こ
れ
を
強
行
規
定
と
し
て
規
制
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
契
約
準
拠

法
が
当
事
者
選
択
法
で
あ
り
、
そ
の
保
護
が
当
該
強
行
規
定
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
準
拠
法
は
そ
の
適
用
を
排
除
さ
れ
、
代
わ
り

に
当
該
強
行
規
定
が
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
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ま
た
、
第
二
に
、
ロ
ー
マ
条
約
は
、
当
該
契
約
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
の
、
契
約
準
拠
法
の
如
何
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
強
行

規
定
、
ま
た
は
、
当
該
関
係
を
強
行
的
に
規
制
す
る
法
廷
地
法
の
法
規

（た
と
え
ば
賃
金
の
ス
ラ
イ
ド
制
等
）
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
認

め
て
い
る
。

（３
）
契
約
の
消
滅

（
ａ
）
契
約
の
無
効

契
約
の
無
効
は
、
そ
れ
が
債
務
不
履
行
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
契
約
準
拠
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る

（
ロ
ー
マ
条
約
第
十
条
パ
ラ

グ
ラ
フ
ー
ｂ
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
契
約
の
無
効
が
契
約
の
成
立
に
関
す
る
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
こ
と
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
前

述
し
た
、
契
約
の
成
立
に
関
す
る
要
件
を
規
整
す
る
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
同
無
効
が
、
形
式
要
件
の
不
充
足

を
原
因
と
す
る
の
か
、
実
質
要
件
の
不
充
足
を
原
因
と
す
る
の
か
を
区
別
し
て
適
用
さ
れ
る
法
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（ｂ
）
契
約
の
解
除

前
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
条
約
は
、
債
務
消
滅
の
原
因
は
契
約
準
拠
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る
と
定
め
て
い
る

（第
十
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー

ｄ
）。
し
た
が
っ
て
、
契
約
の
解
除
は
、
契
約
準
拠
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
契
約
の
履
行
の
場
合
と
同
様
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
が
、
契
約
の
解
除
の
場
面
に
お
い

て
も
、
特
に
解
雇
、
早
期
退
職
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
解
除
等
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
、
予
告
期
間
、
手
当
の
支
払
、
損
害
賠
償
等

を
強
行
規
定
と
し
て
規
制
し
て
い
る
場
合
は
多
い
。
こ
の
場
合
、
契
約
準
拠
法
が
当
事
者
選
択
法
で
あ
り
、
そ
の
保
護
が
当
該
強
行
規
定
を

下
回

っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
準
拠
法
は
そ
の
適
用
を
排
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
当
該
強
行
規
定
が
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
ロ
ー

マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）
。

ま
た
、
第
二
に
、
契
約
解
除
に
つ
い
て
も
、
当
該
契
約
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
の
、
契
約
準
拠
法
の
如
何
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ

る
強
行
規
定
、
ま
た
は
、
当
該
関
係
を
強
行
的
に
規
制
す
る
法
廷
地
法
の
法
規
は
適
用
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
解
除
に
関
わ
る
行

政
機
関

へ
の
届
出
や
許
可
の
必
要
性
、
司
法
機
関
に
よ
る
契
約
の
解
除

↑
０
∽ｏ
】Ｃ
Ｌ
ｏ
う
言
８
９
寺
３

等
の
規
制
が
、
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
う

る
こ
と
に
な
る
。

（
ｃ
）
競
業
避
止
条
項

契
約
の
終
了
に
関
わ
っ
て
問
題
と
な
り
う
る
の
が
、
競
業
避
止
条
項
の
効
力
で
あ
る
。
同
条
項
は
、
契
約
の
終
了
後
機
能
す
る
が
、
契
約

の
履
行
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
同
条
項
は
契
約
準
拠
法
に
よ
り
規
整
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る（咆

し
か
し
な
が
ら
、
同
条
項
に
つ
い
て
も
、
そ
の
有
効
性
や
期
間
、
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
の
規
制
が
行
わ
れ
て

い
る
場
合
も
多

い
。
し
た
が

っ
て
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
が
こ
れ
を
強
行
規
定
と
し
て
規
制
し
て
い
る
場

合
、
契
約
準
拠
法
が
当
事
者
選
択
法
で
あ
り
、
そ
の
保
護
が
当
該
強
行
規
定
を
下
回

っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
準
拠
法
は
そ
の
適
用
を
排
除

さ
れ
、
代
わ
り
に
当
該
強
行
規
定
が
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

フ
一７
／
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
一
一〇
九
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な
お
、
契
約
準
拠
法
ま
た
は
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
が
、
同
条
項
に
つ
い
て
い
か
な
る
規
制
も
行

っ
て
い
な

い
場
合
、
裁
判
官
は
、
同
条
項
が
労
働
の
自
由
に
抵
触
す
る
も
の
と
し
て
、
公
序
留
保
に
よ
り
契
約
準
拠
法
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
が
可

（６
）

能

で
あ
る
と

の
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（Ｂ
）
準
拠
法
の
範
囲

準
拠
法
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
準
拠
法
と
な
る
法
源

（１
）、
第
二
に
、
準
拠
法
と
な
る
法
領
域

（２
）
が
問
題
と
な
る（嘔

（１
）
準
拠
法
と
な
る
法
源

一
国
の
法
体
系
は
、
憲
法
、
条
約
、
法
律
、
規
則
、
命
令
等
の
国
家
法
、
お
よ
び
、
産
業
部
門
別
協
約
、
企
業
別
協
約
、
就
業
規
則
、
労

働
慣
習
等
の
自
治
法
、
等
多
様
な
法
源
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
国
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て
決
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
範
囲
は
ど

の
法
源
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
ａ
）
国
家
法

ロ
ー
マ
条
約
は
、
そ
の
第

一
五
条
で
、
同
条
約
に
い
う
法

含
ｏ
じ
の
適
用
に
お
け
る
法
と
は
、
当
該
国
の
現
行
法
規

（凛
鳴
８
●
ｏ
彎
ｏいい
０”

ｆ
響
０日
）
を
い
う
、
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
抵
触
規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
準
拠
法
は
、
一
つ
あ
る
い
は
複
数
の
法
律
で
は



な
く
、
憲
法
、
共
同
体
法
、
条
約
、
法
律
、
判
例
、
規
則
、
命
令
等
、
国
家
法
体
系
総
体
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（ｂ
）
自
治
法

そ
れ
で
は
、
労
使
自
治
に
基
づ
く
法
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

第

一
に
、
産
業
部
門
別
協
約
は
、
指
定
さ
れ
た
法
体
系
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（％
ｒ
た
が
つ
て
ヽ
当
事
者
が
あ
る
国
の
法
を

準
拠
法
と
し
て
選
択
し
た
場
合
、
当
該
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約
の
適
用
範
囲
に
入
る
こ
と
も
約
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
せ
ず
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
場
合
、
当
該
準
拠
法
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る

労
働
協
約
も
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
企
業
別
協
約
、
企
業
内
慣
習
、
就
業
規
則
は
、
個
別
使
用
者
と
そ
の
労
働
者
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
法
源
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ら
の
諸
規
定
は
、
労
働
契
約
の
諸
規
定
と
同
様
、
当
該
労
働
契
約
が
国
際
労
働
契
約
か
否
か
、
渉
外
的
要
素
の
有
無
と
は
無
関
係
に
、
当

該
労
働
関
係
を
規
律
す
る
。

（２
）
準
拠
法
と
な
り
う
る
法
領
域

他
方
、
契
約
準
拠
法
と
な
り
う
る
の
は
、
実
質
法
の
私
法
領
域
で
あ
り
、
第

一
に
、
公
法
、
第
二
に
、
国
際
私
法
が
除
外
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
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（
ａ
）
公
法

法
選
択
規
則
の
対
象
と
な
る

「法
」
か
ら
公
法
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
に
は
明
文
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
法
選
択
規
則
に
よ
る

「選
択
」
の
対
象
と
な
る
の
は

「私
法
」
の
み
で
あ
っ
て
、
公
法
は
そ
の
性
質
上
、
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に

な
じ
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（ｂ
）
国
際
私
法

ロ
ー
マ
条
約
は
、
明
文
に
よ
り
、
準
拠
法
か
ら
国
際
私
法
を
除
外
し
、
実
質
法
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る

（第

一
六
条
）。
こ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
反
致
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。

⌒
１
）
以

下
の
説
明

に

つ
い
て
は
、
特

に
、
”

ｏ
９
コ
∽
日
押

ｏ
８
巨
雰
８

σ
げ
８

彎
ｏ
】け
０
三
日
Ｓ
Ｅ
Ъ
●
・ｏ
諄
・・
乳
お

ｇ

ｒ

ｒ
ｏ
８
≧
Ｆ
け
０
２
ｏ
げ
８

ヨ
顧
彩
８

８

０
０
５
一『”
一
Ｏ
①
■
，
照
邑
一・
ｏ
Ｏ
お
諄
・
０
■
い
０
・
熱

Ｎ
Ｎ
い
０
一
，
一
〓
・
０
＞
Ｃ
∪
日
〓
日
哺
‐↓
＞
い
い
Ｏ
Ｚ
・
ｏ
ｏ
お
Ｆ
〓
島
『
ヽ
０
”
，
一
〓
・
Ｏ
ＨＣ
Ｅ
５
Ｚ
Ｏ
ｏ
一
”
・
ｒ
＞
０
＞
”
∪
口
・
ｏ
「
お
諄
・
●
“
∞
０
け
，
一

”
‥
．Ｆ
′
〇
＞
”
∪
日
¨
ｒ
ｏ
コ
ｏ
ｃ
く
の
，
‘
０
３
〓
暉
″一９
日
，
Ｌ
Ｑ
Ｒ
」
０
口．く
Ｑ
０
０
●
ｏ
Ｏ
”
言
”
雰
，
■
８
∽
一げ
”
〓
Ｏ
ｏ
ｏ
つ
く
置
暉
０
『
Ｏ
ｏ
Ｆ
Ｏ
ｏ
”
く
０
「
Ｌ
Ｏ
つ
０
０
”
９
３
ｏ
Ｏ
‘
い
０
』Ｌ
５
い０
∞
ｐ
０
０
わ
諄
〓

「
・”
Ｎ
Ｏ
¨
Ｌ

ヽ
∞
０
一
，
一
Ｏ
ｏ
つ
く
ｏ
コ
Ｌ
Ｏ
う
Ｏ
①
”
０
「
５

（
０
０
層
ｗ”
”̈
９
諏
ｗ
ｏ
Ｏ
ヨ
ロ
●
ｏ
”暉
Ｏ
Ｌ
Ｏ
●
ン

０
０
お
諄
‘
乳
　
一
ｏ
Ｏ
ｏ
”
，
一
〓
・
ｒ
口
∽
の
ｃ
目
Ｌ
」Ｏ
Ｚ
∽
・
Ｏ
ｏ
お
〓
〓
●
・Ｎ
ヽ
Ｆ

”
∞
ｏ
”
，

⌒２
）
Ｏ
ｏ
Ｑ
ｏ
ｏ
●
・
弩
一・Ｐ
巴
¨

（３
）
”
・
ｏ
Ｏ
Ｃ
コ
∽
【口
”
・
Ｏ
ｏ
２
日
”り
Ｏ
①
ざ
け
ｏ
”
０
３
〓
。
Ｌ
町
，
薫
邑
・
ｏ
，
２
”ｔ
乳
　
ヽ
Ｎ

⌒
“４
）
”
・
〇
〇
Ｃ
脚
∽
】口
”
¨
Ｏ
ｏ
巨
日
雰
Ｏ
①
一ｏ
Ｆ
ｏ
つ
０
３
〓
Ｏ
Ｌ
口
３
薫
邑
一・
０
０
わ
〓
〓
乳

Ｒ^
Ｆ

（
ＥＤ
）
”
・
０
０
Ｃ
劇
∽
】口
”
・
０
０
ユ
日
け
Ｏ
①
【ｏ
い∽
０
”
ａＦ
２
”
Ｏ
Ｃ
言
・”
≦
Ｌ
Ｆ
ｏ
Ｏ
・ｏ
諄
〓
Ｌ

ヽ
い
。

一
一
一
二



（
４
０
）

”
・
〇
〇
Ｃ
ガ
∽
【
口
”
〕
Ｏ
ｏ
巨
日
一
Ｏ
①
【ｏ
お

０
つ

（
暉
０
〓
．０
」

一
『
，
く
，
日
・
０
「
お
〓
●
Ｌ

、
ぃ
・

（
７

）

こ

の

闇
鰭

路
に

つ

い

て

は

、

特

一に

、

フ

〇
〇
⊆

α

】
日
Ｐ

ｒ
ｏ
ｏ
８

酔

け
Ｏ
①
σ

Ｆ

ｏ
”

ヨ

諄

”９

ｏ
０
０
８

”
質
諄

０
０
■
，
Ｓ

，

ｏ
Ｏ
・ｏ
Ｆ

●
・ぃ
、
Ｐ

乳

”
∞
∞

８

，

（
ｏ
ｏ
）

〇
”
∽
，
ｏ
Ｆ
「■
０
「
①
〕
い
う
０
く
■
０
０
】
”
∽
一
０
「
ｇ
あ
∽
０
”

Ｑ
Ｏ
〓
Ｏ
Ｅ
「
０
”
９
・ｏ
レ
【
”
●
３
０
暉
ユ
ｏ
Ｏ

¨
」
。〇
・”
・
０
】
い
０
・０
・
り

，

∞
Ｏ

¨
』
・〇
・”
・Ｏ
Ｎ
・
い
０
・
口
¨
ｏ
２
Ｐ
¨
ｕ
ヽ
】
”
０
く
。
ｏ
日
．●

Ｕ
目
″
い
０
０
Ｎ
〕

∞
】♪
コ
ｏ
一ｏ
〓
・〓
Ｃ
Ｈ”
妻
＞
↓
リ

二
　
契
約
準
拠
法
の
限
界

２

）
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
当
事
者
自
治
を
原
則
と
し
、
当
事
者
選
択
法
が
存
在
し
な
い
場
合
に
の
み
補
充
的
連
結
に
よ
り
決
定
さ
れ
る

契
約
準
拠
法
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
法
の
み
が
常
に
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ロ
ー
マ
条
約
は
、
労
働
関
係
に
お
け
る
労
使
の
不
平
等
な
立
場
、
お
よ
び
、
労
働
法
に
数
多
く
存
在
す
る
強
行
法
規
を
考
慮
し
、
準
拠
法

選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
当
事
者
の
自
由
を
限
定
し
、
契
約
準
拠
法
以
外
の
法
が
契
約
を
規
整
す
る
場
合
を
規
定

し
て
い
る
。

他
方
、
近
年
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
け
る
適
用
法
決
定
枠
組
み
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
一
時
的
に
外
国
に
駐
在
す
る
労
働

者
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
受
け
入
れ
国
の
直
接
適
用
規
範
を
明
確
化
す
る
作
業
が
、
国
内
法
レ
ベ
ル
、
お
よ
び
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
け
る
、
契
約
準
拠
法
以
外
の
法
が
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る

一
般
的
枠
組
み

（１
）
、
お
よ

び
、
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
直
接
適
用
規
範

（２
）、
に
つ
い
て
順
に
検
討
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
二

一
〓
一
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１
　

一
般
的
枠
組
み

二

一
四

ロ
ー
マ
条
約
は
、
当
事
者
の
自
由
を
限
定
し
、
契
約
準
拠
法
以
外
の
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
以
下
の
二
つ
を
規
定
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
特
定
国
の
強
行
規
定

（Ｂ
∽づ
ｏ資
ｏ̈ａ
ゴ
づ
ｏ、「”けィ
０３

（Ａ
）
の
適
用
、
も
う

一
つ
は
、
法
廷
地
国
の
公
序
留
保

（Ｂ
）
に
基
づ
く

準
拠
法
の
排
除
、
で
あ
行

）

（Ａ
）
強
行
規
定

ロ
ー
マ
条
約
は
、
契
約
準
拠
法
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
強
行
規
定
と
し
て
、
一
一つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

規
定
し
て
い
る
。　
一
つ
は
、
同
条
約
第
六
条
第

一
項
に
い
う
、
選
択
法
な
か
り
せ
ば
準
拠
法
と
な
る
法
の
強
行
規
定

（１
）、
も
う

一
つ
は
、

第
七
条
に
い
う
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
お
よ
び
法
廷
地
国
の
法
の
強
行
規
定

（２
）
で
あ
る
。

こ
の

「強
行
規
定
」
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
条
約
は
そ
の
第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
４
に
お
い
て
、
「当
該
国
の
法
に
よ
れ
ば
、
契
約
に
よ
り
排

除
で
き
な
い
規
定
」
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ど
ち
ら
も
、
同
じ

「強
行
規
定

（８
∽Ｏ
ｏ
詈
】ｏ房

ョ
Ｒ
３
一一くｏりこ

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
後
者

に
つ
い
て
は
、
「介
入
規
範

含
ｏ
】∽
８

０
３
８

と

と
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
は
、
介
入
規
範

（直
接
適

用
規
範
）
で
は
な
い
、
個
別
的
労
働
契
約
に
関
わ
る
私
法
上
の
強
行
規
定
、
後
者
は
、
「直
接
適
用
規
範
」
、
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
準
拠
法

選
択
規
則
に
よ
る
法
選
択
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
契
約
準
拠
法
と
は
無
関
係
に
、
直
接
か
つ
絶
対
的

。
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
規
範
で
あ

り
、
国
家
組
織
や
行
政
機
関
の
関
与
、
労
働
市
場
法
、
集
団
的
労
使
関
係
法
、
刑
罰
規
定
、
労
働
条
件
の
中
核
と
な
る

一
定
の
強
行
規
定
等



（２
）

が
含
ま
れ
る
、
と
の
見
解
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

（１
）
選
択
法
が
な
い
場
合
に
準
拠
法
と
な
る
法
の
強
行
規
定

ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
は
、
「労
働
契
約
に
お
い
て
は
、
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
は
、
法
選
択
が
な
さ
れ
な
か

っ
た

な
ら
ば
、
本
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
法
の
強
行
規
定
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
保
護
を
、
当
該
労
働
者
か
ら
奪

う
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
選
択
法
の
適
用
は
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
、

通
常
の
労
務
給
付
地
国
の
法
、
労
働
者
を
雇
入
れ
た
事
業
所
所
在
地
国
の
法
、
ま
た
は
、
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
の
強
行
法
規

が
保
障
す
る
労
働
者
に
対
す
る
保
護
を
奪
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
当
事
者
が
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
を
準
拠
法
と
し
て
選
択
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
異
な
る

法
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、
当
該
選
択
法
が
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
よ
り
も
手
厚
い
保
護
を
労
働
者
に
保
障
す
る
場
合

は
、
当
事
者
選
択
法
が
適
用
さ
れ
る
が
、
当
事
者
が
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
以
外
の
法
を
選
択
し
、
か
つ
、
補
充
的
連
結

規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
が
当
該
選
択
法
よ
り
手
厚
い
保
護
を
保
障
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
当
事
者
選
択
法
は
適
用

を
排
除
さ
れ
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
準
拠
法
と
な
る
法
が
適
用
さ
れ
る
。

当
該
規
定
は
、
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
の
強
行
法
規
が
保
障
す
る
保
護
を

「最
低
基
準
」

と
し
て
、
労
働
者
に
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
規
定
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
「強
行
規
定
」
の
範
囲

（
ａ
）
、
第

二
に
、
当
事
者
選
択
法
と
補
充
的
連
結
規
則
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
法
と
の
有
利
性
比
較
の
方
法

（ｂ
）
、
が
問
題
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
二

一
五
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（
ι

「強
行
規
定
」
の
範
囲

当
該
規
定
に
い
う

「強
行
規
定
」
は
、
契
約
に
よ
り
排
除
で
き
な
い
規
定
で
あ
り
、
か
つ
、
当
事
者
選
択
法
と
有
利
性
を
比
較
し
う
る
、

私
法
上
の
強
行
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
労
働
者
の
労
働
条
件
の
最
低
保
護
、
平
等
取
扱

い
、
解
雇
規
制
そ
の
他
様
々
な
個
別
労
働
契
約
に
関
わ
る
保
護
規
定
で
あ
る
。

ま
た
、
草
案
説
明
者
に
よ
れ
ば
、
強
行
規
定
と
は
、
労
働
契
約
に
関
わ
る
規
定
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
国
に
お
い
て
は
公
法
と
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
規
定
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
み
咀

「強
行
規
定
」
の
法
源
と
し
て
は
、
法
律
、
規
則
、
国
際
条
約
、
Ｅ
Ｕ
法
等
の
み
な
ら
ず
、
労
働
協
約
、
慣
習
等
も
含
め
て
理
解
さ
れ
て

い
る
。

（ｂ
）
有
利
性
の
比
較

有
利
性
の
比
較
方
法
と
し
て
は
、
第

一
に
、
法
体
系
全
体
の
比
較
、
第
二
に
、
争
点
毎
の
分
析
的
照
合
の
二
つ
が
想
定
さ
れ
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
は
、
第

二
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
法
体
系
全
体
の
比
較
は
、
裁
判
官
の
負
担
が
大
き
く
、
か

つ
、
有
利
性
の
比
較
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
比
較
の
対
象
は
、
当
該
問
題
領
域
に
つ
い
て
関
連
す
る
規
範
全
体
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
有
給
休
暇
に
つ
い
て

は
、
有
給
休
暇
に
つ
い
て
の
法
規
範
全
体
が
対
象
と
な
り
、
有
給
休
暇
取
得
時
期
と
日
数
は
区
別
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
ど
の
範
囲
を
比
較
す
る
の
か
、
統

一
的
な
基
準
は
必
ず
し
も
確
立
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
一
一　
エハ



第

二
に
、
比
較
は
、
当
該
労
働
者
個
人
に
と

っ
て
ど
ち
ら
が
有
利
か
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
全
体
で
の
比
較
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

分
析
的
比
較
方
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
選
択
法
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
準
拠
法
と
な
る
法

よ
り
も
労
働
者
に
と

っ
て
不
利
で
あ
る
場
合
も
、
当
事
者
選
択
法
全
て
が
そ
の
適
用
を
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
該
不
利
な
部
分
の
み

が
そ
の
適
用
を
排
除
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
当
事
者
選
択
法
は
、
原
則
と
し
て
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
・

（２
）
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
お
よ
び
法
廷
地
国
の
強
行
規
定

他
方
、
ロ
ー
マ
条
約
は
、
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
と
は
別
に
、
第
七
条
に
お
い
て
、
「介
入
規
範

ざ
い∽
Ｏ
①
ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と

に
、
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国

（
ａ
）
、
お
よ
び
、
法
廷
地
国

（ｂ
）
の
強
行
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。

（
ａ
）
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
強
行
規
定

ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
は
、
「本
条
約
に
基
づ
く
あ
る

一
定
の
国
の
法
の
適
用
に
際
し
て
は
、
当
該
事
案
が
密
接
な
関
連
を

有
す
る
他
の
国
の
強
行
規
定
が
、
同
国
法
に
よ
れ
ば
、
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
当
該
強
行
規
定
は
効
力
を
有
し
う

る
。
当
該
強
行
規
定
が
効
力
を
持
つ
か
否
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
規
定
の
性
質
、
目
的
、
お
よ
び
、
そ
の
適
用
ま
た
は
非
適
用

に
よ
り
生
ず
る
で
あ
ろ
う
結
果
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
規
定
に
よ
り
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
の
強
行
規
定
で
あ
っ
て
、
第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
の
適
用
対

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
七
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一
一
人

象
と
は
な
ら
な
い
刑
罰
規
定
や
行
政
機
関
の
介
入
に
関
す
る
規
定
、
集
団
的
労
使
関
係
に
関
す
る
規
定
等
の
、
直
接
適
用
規
範
も
カ
バ
ー
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
０
ま
た
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
ま
た
は
法
廷
地
法
以
外
の
第
三
国
の
法
の
強
行
規
定
も
、
当

該
国
が
事
案
に
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

ロ
ー
マ
条
約
草
案
説
明
者
は
、
「密
接
な
関
連

曾
ｏ
う
０
”『ｏ
こ
」
の
例
と
し
て
、
当
該
国
が
労
務
給
付
地
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
当
事

者
の
住
所
地
で
あ
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
い
る（唯

（ｂ
）
法
廷
地
国
の
強
行
規
定

ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
は
、
「本
条
約
の
規
定
は
、
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
が
何
で
あ
れ
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
を
強
行

的
に
規
律
す
る
法
廷
地
法
の
適
用
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
廷
地
国
の

「直
接
適
用
規
範

」
も
、
当
該
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（Ｂ
）
公
序
留
保

ロ
ー
マ
条
約
第

一
六
条
は
、
「本
条
約
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
法
の
規
定
は
、
法
廷
地
の
公
序
と
明
ら
か
に

一
致
し
な
い
場
合
の
み
、
そ
の

適
用
を
排
除
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
裁
判
官
は
、
ロ
ー
マ
条
約
の
法
選
択
規
則
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
準
拠
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
、
法
廷
地
の
公
序
と
明
ら

か
に

一
致
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
適
用
を
排
除
し
、
代
わ
り
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



前
述
の
よ
う
に
、
介
入
規
範

（直
接
適
用
規
範
）
と
公
序
留
保
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
が
、
前
者
が
、
そ
も
そ
も
契
約
準
拠
法
の
対
象

と
な
り
え
な

い
領
域
で
あ
る
が
ゆ
え
に
契
約
準
拠
法
が
適
用
さ
れ
な
い
の
に
対
し
、
公
序
留
保
は
、
準
拠
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提

に
、
当
該
適
用
が
法
廷
地
国
の
政
治
的
社
会
的
組
織
原
則
に
相
反
す
る
が
ゆ
え
に
そ
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
区
別
が
な
さ
れ

て
い
る
。

ロ
ー
マ
条
約
草
案
説
明
者
に
よ
れ
ば
、
公
序
は
、
抽
象
的

・
総
体
的
に
準
拠
法
に
対
抗
し
て
介
入
し
う
る
の
で
は
な
く
、
準
拠
法
の
具
体

的
な
あ
る
規
定
が
法
廷
地
の
公
序
に
明
ら
か
に
反
す
る
結
果
を
生
じ
る
と
き
に
の
み
限
定
的
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る（屯

（
１
）
以

下

の
説

明

に

つ
い
て
は
、

特

に
、
”

Ｏ
Ｑ
ヨ
西
日
″

ｏ
８
Ｐ
雰

０
２

ｏ
い一
ｏ
”
彎
ｏ
い一
Ｏ
ｃ
〓
貿
巴

Ъ
づ
Ｏ
Ｆ

乳
Ｎ
Ｎ
８

ｒ

ｒ
ｏ
８
己
目一
〇
２
ｏ
げ
①
”
ヨ
諄
お
お

Ｏ
①

０
０
５
一『”
け
●
０
一『，
≦
Ｌ
Ｆ
ｏ
Ｏ
お
〓
・
●
、
∞
『
・
ユ
い
０
】
ｏ
一
，
一
〓
・
０
＞
Ｃ
∪
日
〓
口
↓
‐↓
＞
Ｐ
ｒ
Ｏ
Ｚ
・
ｏ
Ｏ
お
〓
Ｊ
ユ
０
一
ｏ
一
，
■
〓
。
Ｏ
ＨＣ
ｒ
嘔
じ
一〇
ｏ
一
”
・
ｒ
＞
Ｏ
＞
”
∪
日
・
０
「
お
〓
・・●
・Ｎ
い
０
け
，
０
一

●
・∞
、
二
”
・
ｒ
＞
〇
＞
”
∪
口
・
ｒ
ｏ
５
ｏ
暉
く
０
，
ｃ
（げ
０
〓
ビコ一２
ゴ
”
一”ｏ
ヨ
巴
ｕ
ヨ．忠

Ｑ
Ｏ
∽
ｏ
ｏ
”
一『”
一∽
”
●
『０
∽
中ご
コ
一『ふ
ｏ
①
ヨ
ニ
Ｆ
Ｃ
ｏ
『
Ｏ
〇
一，
０
０
つ
く
０
つ
け］０
う
Ｏ
Φ
コ
Ｑ
ヨ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
い０
」。Ｌ
５
【０
∞
ｏ
・

０
●
・０
諄
Ｊ
乳
∞
り
０
け
，
一
〇
０
っ
く
Φ
”
口
０
う
０
０
”
９
ヨ
０
（
ｏ
Ｏ
層
〕，
Ｌ
ｏ
●
∽
ｏ
Ｏ
”
口
●
ｏ”Ｌ
Ｏ
日
０
０Ｖ
０
０
・ｏＦ
Ｊ
Ｌ
めヽ

の
一
”
¨
〓
・
ｒ
口
∽
Ｏ
Ｃ
Ｈｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
∽
・
ｏ
Ｏ
お
諄
‘
乳
Ｎ
い
ｏ
一
，

（２
）
”
・
〇
〇
Ｃ
コ
望
口
”
〕
０
９
Ｌ
Ｆ
∽
Ｏ
①
ざ
お
０
”
３
８
〓
０
暉
質
，薫
巨
・
ｏ
，
２
，
乳

Ｎ
ド

（ｎ
こ
　
〓
・〇
】Ｃ
ｒ
颯
５
４０
ｏい
”
Ｌ
Ｆ
′０
＞
”
∪
口
・ｏ
Ｏ
お
諄
〓
づ
ヽ
い
。

（
４
）
〓
・
〇
【Ｃ
Ｅ
５
Ｚ
Ｏ
①
一
”
Ｌ
Ｌ
ｒＯ
＞
”
∪
日
〕
ｏ
フ
ｏ
諄
・・
フ
Ｎ
ド

（
Ａ
こ
　
〓
・
０
【Ｃ
ｒ
曖
巧
４０
①
一
”
・
ｒ
＞
の
＞
”
∪
口
・
ｏ
「
お
諄
‘
鬱
“
ド

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―

二

一
九
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（
一
九
九
六
年
）

２
　

一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者

一
〓

一
〇

労
働
者
が
、
多
国
籍
企
業
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
外
国
の
事
業
所
ま
た
は
関
連
企
業
で
の
労
働
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
、
派
遣
労
働
者

と
し
て
外
国
に
派
遣
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
、
請
負
契
約
を
履
行
す
る
た
め
に
外
国
で
労
働
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
等
、
一
時
的
に

外
国
に
駐
在
し
て
労
務
を
給
付
す
る
場
合
、
そ
の
契
約
準
拠
法
は
、
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
法
決
定
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
選
択
法
で
あ

り

（第
三
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）
、
当
事
者
の
選
択
が
な
い
場
合
は
、
当
該
労
働
者
が
通
常
労
務
を
給
付
し
て
い
る
国
の
法
、
す
な
わ
ち
、
送

り
出
し
国
の
法
と
な
る

（第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
）。
他
方
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
契
約
準
拠
法
と
な
る
法
、
す
な
わ
ち
、
送
り
出

し
国
の
法
の
強
行
規
定
に
よ
る
労
働
者
保
護
は
、
当
事
者
選
択
法
が
契
約
準
拠
法
で
あ
っ
て
も
保
障
さ
れ
る

（第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）。

し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
送
り
出
し
国
の
実
質
法
に
よ
る
労
働
者
保
護
は
最
低
限
保
障
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
送
り
出
し
国
の
労
働
者
保
護
規
定
が
、
労
働
者
が

一
時
的
に
駐
在
し
て
い
る
受
け
入
れ
国
の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
場

〈
日
、
一
方
に
お
い
て
、
当
該
労
働
者
に
受
け
入
れ
国
の
他
の
労
働
者
と
同
じ
労
働
条
件
を
保
障
し
、
他
方
に
お
い
て
、
受
け
入
れ
国
で
そ
の

実
質
法
の
規
制
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
企
業
と
送
り
出
し
国
か
ら
労
働
者
を

一
時
的
に
駐
在
さ
せ
て
活
動
を
行
う
企
業
の
公
正
な
競
争
を

保
障
す
る
た
め
に
は
、
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
関
係
に
、
受
け
入
れ
国
の
一
定
の
法
規
を
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

受
け
入
れ
国
の
法
規
範
は
、
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
法
決
定
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
、
法
廷
地
法
で
あ
れ
ば
、
法
廷
地
法
の
直
接
適
用

規
範
と
し
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「契
約
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
法
」
の
直
接
適
用
規
範
と
し
て
、
契
約
準
拠
法
の
如
何
を
問
わ
ず
、
当

該
労
働
関
係
に
適
用
し
、
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（第
七
条
）。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
い

て
は
、
何
が

「直
接
適
用
規
範
」
で
あ
る
か
、
そ
の
内
容
お
よ
び
範
囲
は
明
確
で
な
く
、
そ
の
判
断
は
、
裁
判
官
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
か
っ



た

。し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
こ
の
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
受
け
入
れ
国
の
直
接
適
用
規
範
を
、
国
内
法
レ
ベ

ル
、
お
よ
び
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
明
確
化
す
る
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
国
内
法
レ
ベ
ル

に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
九
三
年

一
二
月
二
〇
日
の
五
か
年
（た
に
よ
る
、
フ
ラ
ン
ス
に

一
時
的
に
駐
在
す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
法

に
関
す
る
規
定

（Ａ
）
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
枠
組
み
に
お
け
る
労
働
者
の

「外
国
駐
在

貧
ＯＳ
３
ｏ日
ｏ■
と

に
関

す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
案

（Ｂ
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（Ａ
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
規
制

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
九
三
年

一
二
月
二
〇
日
の
労
働

・
雇
用

・
職
業
教
育
に
関
す
る
五
か
年
法
第
三
六
条
に
よ
り
、
外
国
で
設

立
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
領
上
で
サ
ー
ビ
ス
給
付
を
行
う
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
法
の
適
用
に
関
す
る
規
定
が
導

入
さ
れ
、
労
働
法
典
Ｌ
．〓
一四

一
の
五
条
に
法
典
化
さ
れ
た
（地
げ
規
定
は
、
一
方
に
お
い
て
、
通
常
は
外
国
で
労
務
を
給
付
す
る
が
サ
ー
ビ
ス

給
付

（建
設
、
工
事
等
）
の
た
め

一
時
的
に
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
、
し
た
が
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
な
い
労
働
者
に
対
し

て
、
十
分
な
保
護
を
保
障
し
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
と
外
国
企
業
と
の
公
正
競
争
を
保
障
す
る
た
め
に
、
一
定
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
法
を
適

用
す
る
必
要
性
、
他
方
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
指
令
案
に
つ
い
て
の
合
意
が
な
か
な
か
見
ら
れ
ず
、
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
労
働
者
受
け
入
れ
国
の

法
規
範
の
適
用
に
関
す
る
統

一
的
規
制
が
進
展
し
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
国
内
法
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に

一
時
的
に
駐
在
す
る
労
働
者
に

対
し
て
適
用
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
範
囲
を
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
同
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
範
囲

（１
）
、
お
よ
び
、
適
用
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
法
の
適
用
範
囲

（２
）
に
つ
い
て
、
検
討

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一
一
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す
る
こ
と
に
す
る
。

（１
）
適
用
範
囲

労
働
法
典
Ｌ
三
二
四

一
の
五
条
の
規
定
は
、
第

一
に
、
当
該
企
業
が
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
で
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
で

サ
ー
ビ
ス
給
付

（「
８
菫
口̈ｏ
”
８

８
■
ｏｏ３

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
労
働
者
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
を
履
行
す
る
た
め

に
、
一
時
的
に

（け０日
０
８
呂
“０ヨ
０ユ
）
フ
ラ
ン
ス
に
駐
在
し
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
規
定
は
、
後
述
の
Ｅ
Ｃ
指
令
案
と
は
異
な
り
、
請
負
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に

一
時
的
に
外
国
駐
在
し
て
い
る
労
働
者

の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
派
遣
労
働
や
多
国
籍
企
業
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
の
移
動
を
含
め
た

一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
全
体
を

対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（２
）
直
接
適
用
規
範
の
範
囲

適
用
さ
れ
る
労
働
規
範
は
、
当
該
企
業
と
同
じ
産
業
部
門
に
属
す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
報
酬
（『ｏヨ
５
ｏ３
〓
ｏじ
、
労
働
時
間
、
労
災

予
防
等
労
働
条
件
に
関
す
る
、
法
令
ま
た
は
労
働
協
約
上
の
規
定
で
あ
る
。

純
粋
に
契
約
的
な
規
定
、
た
と
え
ば
、
職
業
上
の
格
付
け
、
競
業
避
止
や
秘
密
保
持
に
関
わ
る
規
定
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
当
該

労
働
者
は
後
に
、
通
常
の
労
務
給
付
地
国
に
帰
る
こ
と
か
ら
、
解
雇
に
関
す
る
規
定
も
適
用
さ
れ
な
い
。

一
一一
一二



（Ｂ
）
労
働
者
の
外
国
駐
在
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
指
令
案

欧
州
委
員
会
は
、
一
九
九

一
年
六
月
二
八
日
、
閣
僚
理
事
会
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
枠
組
み
に
お
け
る
労
働
者
の

「外
国
駐
在

官
ＯＳ
ｏ，
ｏヨ
ｏュ
と

に
関
す
る
指
令
（縄
を
提
出
し
、
さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
六
月

一
六
日
に
、
そ
の
修
正
（紀
を
提
出
し
た
。

同
指
令
案
は
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
る
適
用
法
決
定
規
則
を
補
足
し
、
欧
州
連
合
構
成
国
に
労
働
者
を
外
国
駐

在
さ
せ
る
企
業
と
当
該
労
働
者
の
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
法
の
決
定
規
則
を
統

一
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
同
指
令
案
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
に
基
づ
く
、
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
、
企
業
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
受

（５
）

け
入
れ
国
の
直
接
適
用
規
範
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

同
指
令
案
は
、
本
年

（
一
九
九
六
年
）
六
月
三
日
、
閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
現
在
欧
州
議
会
に
回
付
さ
れ
て
お
り
、
欧
州
議

会
で
絶
対
多
数
決
で
否
決
ま
た
は
修
正
さ
れ
な
い
限
り
、
理
事
会
で
正
式
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
、
同
指
令
案
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
範
囲

（１
）
お
よ
び
、
受
け
入
れ
国
の
直
接
適
用
規
範
の
範
囲

（２
）
を
検
討
す
る
。

（１
）
適
用
範
囲

同
指
令
は
、
労
働
者
を
、
以
下
に
述
べ
る
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

「サ
ー
ビ
ス
給
付
」
０
お
路
淋
ｏ̈
つ
Ｑ
ｏ
８
二
一〇〇３

欧
州
連
合
構
成
国
に

「外
国
駐
在
」
さ
せ
る
企
業
と
当
該
労
働
者
の
労
働
関
係
を
適
用
対
象
と
す
る
。
当
該
送
り
出
し
企
業
は
、
欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
設

立
さ
れ
た
企
業
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。

（６
）

同
指
令

の
適
用
対
象
と
な
る
労
働
関
係
は
、
以
下
の
三

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―

国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三
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第

一
は
、
請
負
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
給
付
契
約
を
履
行
す
る
た
め
に
、
自
己
の
計
算
と
指
揮
命
令
の
も
と
で
、
労
働
者
を
欧
州
連
合
構
成
国

の
領
土
に

「外
国
駐
在
」
さ
せ
る
企
業
と
当
該
労
働
者
と
の
労
働
関
係
で
あ
る
。

第
二
は
、
構
成
国
の
い
ず
れ
か
で
設
立
さ
れ
、
ま
た
は
、
活
動
を
行
う
派
遣
先
企
業
の
指
揮
命
令
下
で
労
働
を
行
わ
せ
る
た
め
に
、
そ
の

雇
用
す
る
労
働
者
を
派
遣
す
る
労
働
者
派
遣
企
業
と
当
該
労
働
者
と
の
労
働
関
係
で
あ
る
。

第
三
は
、
他
の
構
成
国
に
お
い
て
事
業
を
行
う
当
該
企
業
の
事
業
所
ま
た
は
他
の
企
業
の
指
揮
命
令
下
で
労
働
さ
せ
る
た
め
に
労
働
者
を

「外
国
駐
在
」
さ
せ
る
企
業
、
す
な
わ
ち
、
企
業
内
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
労
働
者
を
国
際
移
動
さ
せ
る
企
業
と
当
該
労
働
者
と
の
労

働
関
係
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
同
指
令
案
に
い
う

「サ
ー
ビ
ス
給
付
」
の
概
念
は
前
述
の
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
典
Ｌ
三
二
四
―
五
条
に
い
う
そ
れ
よ
り
も
広

く
、
同
指
令
案
は
、
一
時
的
外
国
駐
在
全
般
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

（２
）
直
接
適
用
規
範
の
範
囲

同
指
令
案
は
、
以
上
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
、
労
働
者
送
り
出
し
企
業
と

「外
国
駐
在
」
労
働
者
と
の
労
働
関
係
に
つ
い
て
、

こ
れ
に
適
用
さ
れ
る
法
の
決
定
に
関
す
る
各
国
内
法
を
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
同
指
令
案
は
、
当
該
企
業
が
、
労

働
者
の
受
け
入
れ
国
に
お
い
て
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「労
働
者
の
最
低
保
護
の
た
め
の
強
行
法
規
の
中
心
核
」
と
な
る
諸
規
定
、
す

な
わ
ち
、
契
約
準
拠
法
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
労
働
関
係
に
適
用
さ
れ
る
受
け
入
れ
国
の
強
行
規
定
の
内
容
を
具
体
的
に
定
め
て
い

ｚｅ
。



（
こ

「強
行
規
定
」
決
定
の
指
針

ス晩響いけ『科は制御つ駐“いは』韓』蒙［】貯餞け聾牌利神耐』“』̈
ナ受け入れ国の中心核をなす労働条件保護のリ

第

一
点
は
、
構
成
国
の
全
て
ま
た
は
大
多
数
に
お
い
て
強
行
法
規
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
当
該
リ
ス
ト
の
内
容
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
同
じ
場
所
で
、
同
じ
活
動
お
よ
び
職
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
を
内
容
と
す
る
こ

と
で
あ
る
。
受
け
入
れ
国
の
国
内
ま
た
は
地
方
企
業
に
適
用
さ
れ
な
い
労
働
条
件
を
外
国
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
事
業
者
が
遵
守
す
る
よ
う
強
制

す
る
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
は
適
合
し
な
い
。

第
三
点
は
、
遵
守
を
要
求
さ
れ
る
強
行
法
規
の
適
用
が
、
受
け
入
れ
国
で
の
労
務
遂
行
の
一
時
的
性
格
と
適
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
契
約
の
形
式
、
停
止
、
解
除
に
関
す
る
規
範
、
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
情
報
、
意
見
聴
取
、
参
加
に
関
す
る
権
利
は
、
当
該
リ
ス

ト
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
駐
在
期
間
が
当
該
参
照
年
度
中

一
か
月
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
外
国
駐
在
が
不
正
競
争
の
点

か
ら
及
ぼ
す
影
響
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賃
金
と
有
給
休
暇
に
関
す
る
規
範
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
コ

か
月
」
の

算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
ポ
ス
ト
が
以
前
に
他
の

「外
国
駐
在
」
労
働
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
全
て
の
期
間
を
含
極
咀

（ｂ
）
法
源

遵
守
す
べ
き

「強
行
規
定
」
の
法
源
と
な
る
の
は
、
法
律
、
命
令
、
な
ら
び
に
、
あ
る
部
門
ま
た
は
職
業
と
地
域
に
属
す
る
全
て
の
企
業

に
適
用
さ
れ
る
労
働
協
約
お
よ
び
仲
裁
裁
定
で
あ
る（唸

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一五
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（
ｃ
）
遵
守
す
べ
き
受
け
入
れ
国
の
労
働
条
件

労
働
者
を
外
国
に
駐
在
さ
せ
る
企
業
が
遵
守
す
べ
き
受
け
入
れ
国
の
労
働
条
件
と
し
て
リ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
も
の

（Ю
）

で
あ

る
。

１
．
一
日
お
よ
び
週
の
最
長
労
働
時
間
、
休
息
時
間
、
日
曜
労
働
、
土
曜
労
働
、
深
夜
労
働
、
お
よ
び
、
交
替
制
労
働

２
．
有
給
休
暇
、
祝
日
の
最
低
日
数

３
。
最
低
賃
金
率
、
時
間
外
労
働
に
対
す
る
最
低
割
増
率

（私
的
職
業
制
度
か
ら
支
払
わ
れ
る
給
付
を
含
む
）

４
．
労
働
者
の

「派
遣
」
要
件
、
特
に
労
働
者
派
遣
企
業
に
よ
る
も
の

５
．
健
康
、
労
働
安
全
衛
生

６
．
妊
産
婦
、
子
供
、
若
年
者
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
特
別
の
保
護
措
置
を
享
受
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
者
の
労
働
条
件
に
関
す
る
保
護
措

置

７
．
男
女
の
平
等
取
扱
い
、
な
ら
び
に
、
皮
膚
の
色
、
人
種
、
宗
教
、
信
条
、
出
身
国
お
よ
び
社
会
的
出
自
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別

的
取
扱
い
の
禁
止

（１
）
」ｏ
Ｎ
】
ＱＱ，
中００”

（
２
）

日
憎
現
申
一に

つ
い
て
は

，

〓
塑
Ｚ
‘
Ｏ
Ｚ
‐〓
〇
”
口
＞
Ｃ
・
ｏ
フ

ｏ
〓
”
，

コ
〇
口
Ｚ
・
ｏ
，

ｏ
Ｆ

一
一一
一六



(∞
)Proposition de directive du Conseil relative au dё

tachement de travailleurs efectuё
 darls le cadre dlune prestation de services,JOCE

n C 225 du 30 aoOt1991,p.6.

(守
)JOCE rl C 187 du 9 sept.1998,p.5.

(崎
)EttKF・

機
CC約
二
〇
3ν
セ
′
R.Blainpain et J.―

C.JAⅥ
LHER,Droit du travail communautaire,op.c■

.,p:188 et s.熱
聖
:°

(0)Proposition lnodin6e de direct市
e du Conseil relative au dё

tachement de travaineurs efectuё
 dans le ca・

dre dillne presttLtion de ser―

Ⅵ
ces,art.2.

(卜
)R.Blainpain et J.‐

CoJAⅥ
I`1,mR,op.et。

,p.191.

(∞
)PЮ
posiuOn mOdif16e de directive du Cortsen relative au d6tachement de travaineurs efectuё

 dans le cadre dlme prestation de ser―

宙
ces,art.3,p狙

.2.

(0)Pro
position modiflё

e de directive du Conseu relat市
e au dё
tachement de travailleurs efectu6 dam le cadre d:Ш

le prestation de ser―

宙
ces,art.3,para.1,a).

(2)Pro
positiOn modif10e de direё

tive du Consen relative au dё
tachement de travailleurs efectuё

 dans le cadre dlune prestttion de ser‐

宙
ces,art.3,para。

1,b).
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す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
契
約
準
拠
法
を
決
定
す
る
。
そ
の
法
選
択
規
則
は
、
第

一
に
、
基

本
的
連
結
規
則
と
し
て
当
事
者
選
択
法
を
準
拠
法
と
し
、
第
二
に
、
当
事
者
選
択
の
な
い
場
合
に
は
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
、
労
務
給

付
地
法
、
ま
た
は
、
通
常

一
つ
の
国
で
労
務
を
給
付
し
な
い
場
合
は
雇
用
事
業
所
地
法
を
準
拠
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
補
充
的
連
結

規
則
に
よ
り
準
拠
法
国
と
な
る
国
よ
り
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
が
存
在
す
る
場
合
は
、
当
該
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
を
準
拠

法
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
契
約
準
拠
法
に
よ
る
規
整
の
限
界
と
し
て
、
準
拠
法
以
外
の
法
が
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
場
合
が
存
在
す

る
。
具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
準
拠
法
と
な
る
法
の
強
行
規
定
、
な
ら
び
に
、
契
約

と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
お
よ
び
法
廷
地
法
の
直
接
適
用
規
範
の
適
用
、
第
二
に
、
公
序
留
保
に
基
づ
く
法
廷
地
法
の
適
用
、
で
あ

２０
。こ

の
よ
う
な
国
際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
決
定
枠
組
み
と
比
較
し
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第

一
に
、
そ
の
準
拠
法
選
択
規
則
に
つ
い
て
、
労
務
給
付
地
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
と
異
な
り
、
ロ
ー
マ
条
約

は
、
当
事
者
自
治
の
原
則
に
基
づ
き
当
事
者
選
択
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
準
拠
法
選
択
の
原
則
は
、
全
く
異
な
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ｔ
か
し
な
が
ら
、
同
条
約
に
お
い
て
は
、
当
事
者
選
択
な
か
り
せ
ば
準
拠
法
と
な
る
労
務
給
付
地

（ま
た
は
雇
用
事

業
所
所
在
地
も
し
く
は
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
）
の
法
の
労
働
者
保
護
の
強
行
規
定
は
、
当
事
者
選
択
法
の
保
護
が
そ
れ
を
下
回
る

と
き
は
適
用
さ
れ
る

（第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）。
し
た
が
っ
て
そ
の
適
用
法
決
定
枠
組
み
は
異
な
る
が
、
最
終
的
に
適
用
さ
れ
る
法
と
労

（１
）

働
者

に
保
障
さ
れ
る
保
護
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
と
も

い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
が
こ
れ
ら
労
務
給
付
地
等
の
法
の
定
め
る
労
働
者
保
護
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
当
該
規
定
が
強
行
規
定
で
あ



り
、
か
つ
、
当
事
者
選
択
法
よ
り
も
有
利
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
規
定
が
外
国
法
の
そ
れ
で
あ
る
と
き
は
、
特
に

困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
に
最
低
限
の
保
護
を
保
障
す
る
機
能
を
有
す
る
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
、
当
事
者
選
択
法
は
、
当
該

（２
）

準
拠
法
の
強
行
規
定
に
反
し
な
い
限
り
で
適
用
さ
れ
る
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
同
条
約
の
準
拠
法
選
択
規
則
は
、
当
時
者
選
択
法
の
な
い
場
合
、
労
務
給
付
地
法

（ま
た
は
雇
用
事
業
所
所
在
地
法
）
以
外
の
、

最
も
密
接
な
関
連
を
持
つ
国
の
法
を
準
拠
法
と
す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る

（第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
固
定
的

で
客
観
的
な
法
選
択
規
則
が
場
合
に
よ
り
示
す
不
都
合
（例
え
ば
当
該
法
が
あ
ま
り
保
護
的
で
な
く
、
か
つ
、
当
該
法
以
外
に
密
接
な
関
連

が
あ
り
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
場
合
）
を
回
避
し
、
労
働
者
保
護
の
た
め
の
柔
軟
な
準
拠
法
選
択
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し

（３
）

て
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
準
拠
法
選
択
規
則
を
媒
介
と
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
契
約
に
直
接
適
用
さ
れ
る

「強
行
規
定
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
適
用
の
柔

軟
さ
に
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
（％
デ
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
条
約
は
、
当
事
者
選
択
法
が
契
約
準
拠
法
で
あ
る
場
合
、
そ
の
適
用
を
排
除
し
、
最

低
限
の
労
働
者
保
護
を
保
障
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
法
と
し
て
、
労
務
給
付
地
法

（ま
た
は
雇
用
事
業
所
地
法
）
で
は
な
く
、
最
も
密
接

な
関
連
を
持
つ
国
の
法
を
選
択
す
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る

（第
六
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
ー
）。

ま
た
、
労
務
給
付
地
法
に
限
ら
ず
、
一
般
に

「密
接
な
関
連
を
持
つ
法
」
お
よ
び
法
廷
地
法
の
介
入
規
範

含
ｏお
８

０
３
８
）
を
適
用
す
る

可
能
性
も
認
め
て
い
る

（第
七
条
）。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
長
期
の
外
国
転
勤
ま
た
は
出
向
の
場
合

（契
約
準
拠
法
は
当
事
者
選
択

法
ま
た
は
選
択
の
な
い
場
合
は
当
該
外
国
法
、
当
該
外
国
法
の
強
行
規
定
に
よ
る
労
働
者
保
護
の
享
受
は
可
能
）
で
送
り
出
し
国
の
法
の
強

行
法
規
ま
た
は
介
入
規
範
を
労
働
者
保
護
の
た
め
に
適
用
す
る
必
要
性
の
あ
る
と
き
、
あ
る
い
は
、
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合

（契
約
準
拠

法
は
当
事
者
選
択
法
ま
た
は
送
り
出
し
国
法
、
送
り
出
し
国
法
の
強
行
規
定
に
よ
る
労
働
者
保
護
の
享
受
は
可
能
）
で
、
一
時
的
駐
在
国
の

法
の
強
行
法
規
ま
た
は
介
入
規
範
を
労
働
者
保
護
の
た
め
に
適
用
す
る
必
要
性
の
あ
る
と
き
、
そ
の
法
の
適
用
が
必
要
と
さ
れ
る
国
の
強
行

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九
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結
び
に
か
え
て

国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
第

一
節
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
学
説
、
判
例
理
論
に

よ
り
、
第

一
に
、
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
労
務
給
付
地
法
を
労
働
者
に
最
低
限
の
社
会
的
保
護
を
保
障
す
る
公
序
の
法
と
し
、

労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
当
事
者
選
択
法
を
適
用
す
る
と
い
う
基
本
的
連
結
規
則
に
基
づ
き
契
約
準
拠
法
を
選
択

し
、
第
二
に
、
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
に
、
労
働
契
約
に
直
接
適
用
さ
れ
る
法
規
範
と
し
て
、
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
適
用
さ
れ
る

直
接
適
用
規
範
（介
入
規
範
）、
お
よ
び
、
公
序
留
保
に
よ
る
法
廷
地
法
を
認
め
さ
せ
こ
れ
を
適
用
す
る
、
と
い
う
枠
組
み
を
形
成
し
て
い
た
。

他
方
に
お
い
て
、
第
二
節
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
欧
州
連
合
に
お
い
て
は
、
労
働
関
係
の
国
際
化
の
進
展
に
対
し
、
構
成
国
の
国

際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
枠
組
み
を
統

一
す
る
た
め
の
努
力
が
試
み
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
に
契
約
債
権
の
準
拠
法
に
関
す
る

Ｅ
Ｅ
Ｃ
ロ
ー
マ
条
約
が
調
印
さ
れ
、
一
九
九

一
年
に
発
効
、
一
九
九
六
年

一
月

一
日
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
欧
州
連
合
構
成
国
の
十
二
か

国
を
拘
束
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
約
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
一
時
的
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
関
係
に
関
し
て
、

国
内
法
、
ま
た
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
、
直
接
適
用
規
範
の
明
確
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
は
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
際
労
働
契
約
適
用
法
の
決
定
の
み
な
ら
ず
、
国
際
労
働
事

件
の
裁
判
管
轄
決
定
、
お
よ
び
、
国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
の
法
規
整
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
と
欧
州
連
合
に
お
け
る
各
国
内

法
統

一
は
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
、
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
の
展
開
と
そ
の
中
で
の
労
働
者
の
国
際
的
移
動
、
国
際
的
労
働
者
派
遣
、
国
際
的
下
請

な
ど
、
一二
面
的
労
働
関
係
に
お
い
て
は
、
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
の
決
定
は
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
労
働
者
送
り
出
し
企
業
と
受
け
入

れ
企
業
と
の
間
の
契
約
と
労
働
契
約
と
の
調
整
も
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
労
働
契
約
に
直
接
適
用
さ
れ
る
法
規
範
、
お
よ
び
、
国
際
労
働
関

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
　
　
　
　
　
　
　
二
三

一
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一

係
実
質
法
と
も
い
う
べ
き
国
際
労
働
関
係
を
直
接
規
制
す
る
各
国
国
内
法
の
諸
規
定
の
適
用
範
囲
の
画
定
と
各
国
内
法
の
調
整
等
の
問
題
も

あ
り
、
国
際
労
働
関
係
法
に
お
け
る
議
論
は
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

他
方
、
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
は
、
各
国
の
国
内
労
働
法
の
相
違
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
用
法
決
定
の
中
で
労
働
者

保
護
を
追
求
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
保
障
の
内
容
は
、
権
利
義
務
関
係
を
直
接
規
整
す
る
実
質
法
に
依
拠
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
に

お
け
る
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
の
統

一
も
、
各
国
の
国
内
法
で
あ
る
抵
触
法
の
統

一
で
あ

っ
て
実
質
法
の
規
制
で
は
な
い
。
し
た

が

っ
て
、
抵
触
法
の
統

一
と
と
も
に
、
実
質
法
で
あ
る
各
国
の
国
内
労
働
法
の
内
容
そ
の
も
の
を
規
制
し
、
各
国
の
労
働
条
件
保
障
の
レ
ベ

ル
を
引
き
上
げ
る
、
労
働
国
際
法
の
発
展
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

欧
州
連
合
は
、
こ
の
労
働
国
際
法
の
分
野
に
お
い
て
も
次
第
に
そ
の
成
果
を
挙
げ

つ
つ
あ
り
、
そ
の
内
容
も
、
国
際
労
働
関
係
法
の
議
論

の
さ
ら
な
る
展
開
と
と
も
に
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
各
国
の
社
会
保
障
制
度
の
近
接
化
を
は
か
る
社
会
保
障

国
際
法
の
展
開
と
と
も
に
、
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。


